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第
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(通
巻
第
八
+
六
磐

大
正
十

一
年
八
月
號
付

議
蚕繭

叢

交

通

税

の
.捕

捉

す

べ
き
給

付

能

力

戸

正

雄

緒

言
(本
研
究
の
目
的
)

ラ

ラ

ラ

錆

一
段

給
付
能
力
以
外

の
親
臨
よ
り
の
交
遊
醗
の
説
明

(
工
父
通
税
為
租
税
ε
爲

さ
父
る
も
の
A
交
猛
税
に
租
漉

の
性
質

々
否
認
ず

ろ
』
の
B
交

(

(

(

ラ

ラ

通

麗
な
手
数
料
こ
爲
す
も
の
二
交

逋
税
な
相
貌
己
爲
し
而
も
給
付
能
力
以
外

り
説

明
海
鳥
す
も
の
A
国
庫
攻
入
上
の
.便
利
な

る

一
手
段

ξ
寫

す
も

(
.

(

ラ
　

ラ

　

う

の
B
画
家
の
賜
高
椹

エ
71
説
く
も

の
C
財
産
集
濱
の
制
限
手
段

ご
寫
す
』

の
D

一
般
法
律
保
護
の
報
償

ε
籍
す
も
の
E
當
骸
財
産
交
通

に
封
ず
る

く

く

く

　

法
律
保
護
の
報
償
こ
す
う
も
の
恥

}
の
消
費
栓

ピ

見

う
も
の
q
奢
侈
醗

建
見
る
も
の
)

、

(

(

ラ

コ

第
二
段

給
付
能
ヵ
の
睨
鮎

よ
71

の
変
沮
税
の
説
明

(
一
給
付
能
力
よ
り

の
説
明
の
困
難
A

一
般
人
的
綜
合
的
給
付
能
力
れ
ら
ざ
る
こ
己
よ
り
生
す

(

(

ナ

ラ

ラ

ラ

ン

ろ
疑
問

い
間
接
未
成
熟
能
力
ろ
關
係
度
数
の
相
違

に
人
的
事
情

不
考
慮
累
進
不
適

用
B
特
別
的
分
散
的
給
付
能
力

こ
し
て
の
峡
鮎

い
利
得
不
明
確

(

(

〔

(

(

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ろ
攻
得
愛
負
債
訣
態

不
餅
酌
ば
各
種
交
連
間
の
不
均
衡
に
交
書

ε
非
交
書

己
の
不
均
衡
儀
同
物
に
二
三
重
課
税

へ
都
鄙
閻
の
不
公
準
ε
商

工
間
の

(

(

(

(

(

(

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

不
公
平
ち
好
景
無
暗

の
不
盗
卒
り

不
承
無
暗

の
不
公
準

沿
他
税

ζ
の
重
複

る
内
部

の
重
複
課
税
奄
挽
車
の
不
完
全
二
給
付
能
力
よ
り
の
説
明
随
て

(

■k

(

(

(

(

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ
　

ラ

ラ

セ

交
益
税
の
捕

捉
す
べ
き
給
付
能
力
A
給
付
能
力
の
存
在

い

一
般

ろ
沓
箇
の
場
合
B
補
完
税
的
性
質

の
認
定

い
其

存
在
ろ
其
艦
襟
C

一
般
人
的

に
非

(

(

(

(

(

(

(

論

叢

寅
鑑
税
の
捕

捉
す
べ
き
給
付
能
力

第
十
五
巻

(第

二
號

」
)

一
五
.
「

　

■
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論

叢

交
通
税
の
捕
捉
す
べ
音
給
付
能
力

第
十
玉
巻

(
第
二
號

二
)

一
五
二

す
・
喜

別
的
な
・
韓

能
惹

縫

著

虜

・
銃
黙
磐

昌

韓

能
ぞ

り
・
藍

・
於
け
・
傭

足
馨

羅

的
説
禺

嵩

的
能
力

ラ

ラ

ラ

ロ

B
所
得
生
腐
過
程
C

無
利
得
宥
恕
D
富
者
貢
櫓
E
動
的
資
本

課
税
)

く
　

ぐ

く
コ

く

結
.

論
(全
文
の
要
旨
)

緒
.

言

幣

.
租
税
に
於

て
は
、
給
付
能
力
の
存
す

る
所
を
其
度
合
に
惹
じ
て
捕
捉
す

る
こ
ε
に
其
重
黙
が
あ
る
。
給
付
能
力

な
き
庭

に
之
を
課
す

べ
き
で
な
く
、
其
の
疑
は
し
き
庭
に
も
之
を
課
.し
て
は
な
ら

n
。
然
る
に
今
日
の
重
な
國
々

.

に
存
在
す

る
租
税
の
中
に
は
、
捕
捉
す

べ
き
給
付
能
力
の
存
在
の
疑
は
し
き
も
の
が
あ
る
刀
交
通
税
の
.一
部
、
我

國
に
て
い

へ
ば
印
紙
税
登
録
税
の
如
き
で
あ
る
。
交
通
税
ε
い
ふ
て
も
其
範
園
は
學
者
に
よ
り
色
々
異

っ
た
定
め

方
が
あ
b
、
其
に
つ
き
て
の
解
析
は
次
の
論
文

に
残
す
が
、
假
り

に
廣
き
に
從

ふ
ε
し
、
不
勢
利
得
税
な
ご
も
此

に
入
る
ε
す
れ
ば
、
日
本

の
視
で
い
へ
ば
相
続
税
、
取
引
所
税
、
超
過
所
得
税
、
將
來
酸
達
す

べ
き
視
ε
し
て
は

土
地
増
償
撹
、
財
産
増
償
視
な
ご
は
、
其

中
の
取
引
所
椀
だ
け
は
別
で
あ
る
が
、
其
他
の
も
の
に
て
は
、
凡

べ
て

各
税
に
て
義
務
者

の
不
勢
利
得
額
が
略
ぽ
明
確

に
指
示
し
計
算
せ
ら
れ
、
其
に
慮
じ
て
課
せ
ら
れ
る
こ
ε
に
な
る

か
ら
、
此
が
給
付
能
力
の
存
す
る
庭
を
其

に
慮
じ
て
課
す
る
`
い
ふ
に
就

い
て
疑
を
容
れ
な

い
。
然
る
に
其
他
の

交
通
税
、
就
中
、
印
紙
税
登
録
税

に
て
は
間

々
其
課
税
物
件

に
於
て
給
付
能
力
あ
b
や
疑
は
し
く
、
其
存
在
は
疑

な
し
ε
し
て
も
、
其
程
度
の
明
な
ら
ざ
る
が
あ
り
、
随

ふ
て
其
課
税
が
果
し
て
正
當
な
り
ゃ
疑
問
ざ
な
る
。
之

に 幽



●

つ
い
て
は
従
来

の
學
問
上

の
説
明
も
尚
不
満
足

で
あ

る

(註
『
)。
傍
ち

私
は
敢

て
之
を
明

か

に
し

て
見

や
ヶ

穿」
思

ふ

只

讐

。
ツ
ツ
は
・
國
鑑

方
躍

に
於
け
・
手
離

及
蓋

の
交
霧

の
番

及
黎

・
關
す
轟

定
・
り
い
舌

、
.鍵

の
學
門

垂

な
み

溝
型備

が

不
潜
…足

こ

い
ふ

て
居

る
。

第

一
段

給
付
能
力
以
外
の
観
鮎
よ
り
の
交
通
税
の
説
明

蜀
通
視
の
捕
捉
す

べ
.き
給
付
能
力
が
何
で
あ
る
か
、
交
通
税
に
抑
々
捕
捉
す

べ
き
給
付
能
力
あ
り
ゃ
を
知
る
に

就

い
て
は
・
先
づ
以
て
之
を
無
親
し
陀
る
交
通
税
の
説
明
を

一
通
り
知
ら
な
を

は
な
嘉

。
其
に
よ
b
て
其
の

何
れ
も
租
税
の
説
明
ビ
し
て
不
満
足
な
む
こ
ε
、
階
ふ
て
叉
交
通
税

に
於
て
給
付
能
力

の
説
明
の
必
要
な

る
こ
ε

を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
澱
ゆ

う
一
交
通
税
を
租
視
ε
爲
さ
∫
る
も
の

く

ゆ

.

劫
交
通
税
に
租
税
の
性
質
を
否
認
す

る
も
の
一

は
例
之
、

フ
オ
ッ
ケ
の
如
き
で
、
彼
は
此
枇
が
租
税
の
性
質

を
有
た
な
い
。
此
が
人

の
常
談
統
治
團
艦

へ
の
從
厨

に
狗
ら
す
課
せ
ら
れ
、

一
般
の
原
則
に
適
は
ず

.

.給
付
能
力

に
も
適
は
す
ε
い
ぶ
て
居
る
が
(註
二
)、・併

し
此
は
普
通
の
見
解
で
ぼ

い
。
其
が
給
付
能
力
に
適

ふ
こ
己
は
後
述

の

如
し
円
し
て
、
此
が
其
團
膿

へ
の
從
屡
に
拘
ら
す

ε
い
ふ
こ
ピ
も
、
見
様
に
よ
り
て
は
艸
国
人
が
其
團
騰
内
の
交

ト

通

に
交
渉
す

る
だ
け

に
て
其
團
膿

へ
の
経

済
上

の
從
厨

關
係

に
あ
り

ご
も

い
ひ
得

べ
く
、
其

ご
同
車

は
彼

が
租
税

論

叢

交
湿
税
の
捕
捉
す
べ
ぎ
給
付
能
力

第
十
五
巻

(第
二
羅

三
}

一
五
三
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論

叢

交
通
税
の
捕
}捉
す
べ
き
給
付
能
力
.

第
十
五
巻

(第
二
號

凶
)

一
五
四

ピ
駕

し
た

る
牧
.盗
視
所

得
税

に
も
.あ

っ
て
、
交
通
税

だ

け

の
こ
巴
で
は
な
.い
。

一
般

の
原

則
に
適

は
す

ε

い
ふ
こ

ご
も
、
此
原

則
を
給
付

能
力

め
る
所

へ
の

}
般

ε
解

し

(註
三
)
、
交
通
税

に
於
て
交

通

に
珊
は

る
る
だ
け

に
於

け
る

給
付

能
力
を
捕
捉
す

る
も

の
こ
す

れ

ば
、
此

に
て
も

一
般
.原

則

に
適

ふ
ピ
云
ふ
を

得

べ
く

、
少

く

ε
も
.敗
蠱
物
膿

に
現
は
れ

陀
る
給
付

能
力
を
捕
捉
す

る
所

の
牧
益

税
に

於
け

る

一
般

亡
大
差

な

い
こ
ど

、
な
る
。
彼

の
説

は
當

を

得

膿
。

(註
二
)フ
ナ
ッ
〃
に
曰
く
、
交
通
税
が
一
の
税
ミ
な
ろ
べ
毒
に
11
、
此
が
少
く
ε
も
主
要
な
鮎
に
租
税
ξ
同
種
の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
鳳
。
併
し

此
に
此
の
如
春
何
も
の
海
も
見
出
す
々
得
ぬ
。
此
税
が
絶
対
り
義
務
に
基
か
な
い
。
此
が
八
ド
っ
竜
全
く
無
頓
着
で
、
其
法
律
上
叉
は
脛
涛
上
の

従
属
に
瀾
係
な

い
。
出
が

雇

の
原
則
に
從

に
な

い
。
給
付
能
力

へ
の
考
慮

に
從
ぱ
な
い
。
此
が
恰
か
も
此
等
凡
・へ
て
の
あ

た
峡
く
・
凡
・へ
て

の
双
務

的
憲

出
来
事

に
捨
て
、
繋

讐

去

響

E

薩

て
激

・
給
籠

方

の
小
な
暑

に
響

冠
し
め
ら
ゐ
㌧
こ
匡

依

っ
て
・
慮
租

ラ

が
租
税

の
正
さ
に
め

る
べ
く
叉
給
付
す
ぺ
春
も
の

、
反
封

建
な

ろ
ピ
62

ラ

(駐

≡
)
拙
家
、
租
税
貢
据
の

一
般

ミ
粗
漉
の
民
衆
伽

ラ田
交
通
椀
を
手
敷
料

`
爲
す
も
の
ト

或
は
交
通
税

ε
手
数
料
ε
葱
混
同
し
(註
四
)
、
或
は
交
通
税
を
手
敷
料
の

延
長

ざ
駕
し

(註
五
)声
或

は
交
通
税
を

手
敵
料

的

に
報
償

程

度
の
輕
き
も

の
ε
す

べ
し

ε
爲
す

(註
六
)
、、所

で
あ

る

が
、
此

は
交
通
税

が
手
数

料
よ
り
獲
達

し
た

る
歴
良
上

の
關

係

に
も
よ

る

(註
七
)
の
で
無
理
も
な

い
け
れ
こ
も
、

交
通

現
象

に
は
手
敷
料

を
辨
證
す

べ
き
特

別
観
官
廉

行

爲

の
伸

は

虹
も

の
る
あ
り

(註
八
)、

此
が
俘

ふ
も

の

に
て

も
、
.合
日

ぜ
な

っ
て
、は
手
敷
料
を
超

え
た

る
も

の
ご
な

っ
て
居

る
か
ち

(註
九
V
此

に
て
は
説
明

に
な
ら

澱
。
.手

敷

2)Vocke,Fw.S.102.

3)脛 濟 論 叢 † 五 巻 一 続16 .
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料

の
延

長

こ
い
ふ
に
至

て
は
、
其

延
長

さ
る

、
所
以

の

も
の

、、
積

極
的
説

明
を
映

く
。

菊

(駐

四
)例

之
、
パ
リ

ユ
ー
に
手
敷
料
な
交
逋
税

こ

}
緒
に
、
行
爲
挽

の
中

に
入
れ
て
居

る

〔駐
五
)
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
に
、
行
爲
税
の
或

も
の
ば
爲

さ
れ
た

る
勤
務

に
謝
し
携

ば
れ
穴
ろ
手
数
料
の
延
長
ド
外
な
ら
ぬ

。
土
地
譲
渡
及
其
他

の
法
律

行
爲

に
は
趾
家
甘
皮
の
干
渉
為
要
す
ろ
。
其
勤
務

の
爲

め
に
員
携

が
公
準
に
爲

さ
る
べ
く
、
此
等
の
支
携

が
容
昴

に
租
税

に
ま
で

巖
展

ぜ
ら

ろ

53

る
ミ
い
ふ
。

(註

文
)
此
に
自
由
貿
易
派
の
考
で

「
例
之
、
フ
ァ
ウ
ヒ
ア
一
一エ
、
国
民
纒
濟
學
に
給
付
及
反
射
給
付
な
密
接
に
齎
ら
す

こ
オ
の
可
能
な
る
が
如
音
程

、
の

の
み
々
是
認
す

ろ
な
得

ピ
い
ふ
。

(註
七
)
ロ
ツ
シ
ァ
r
11
、
交
涌
醗

ば
大
部
分
、
歴
史
的
に
は

レ
ガ
ー

ル
的
手
数
料
よ
瑚
出
で
六
ピ
い
ひ
、

ヘ
ッ
ケ
ル
は
手
数
料
が
交
逋
税
に
移

つ
れ

η

.

ご
い
ふ
。

(註
八
)
ア
イ
セ

ン
ハ
ル
ト
も

、
凡
べ
て
此
等
の
税
が
行
に
れ
た

ろ
財
産
移
輔

の
効
力
為
進
む
る
爲
め
に
す

る
或
官
的
行
爲
の
介
入

に
封
ず
る
手
鍛
料

ε
し
て
辯
護
ぜ
し
め
ぬ
。
何
な
れ
ば
此
の
如
き
介
入
が
必
ず
し
も
到

る
塵

に
現

に
れ
な

い
か
ら

ミ
い
ふ
喝

(註
九

)
ア
イ
ぜ
ン
ハ
ル
ト
は
、
官
的
行
爲

の
介
入
の
生
す

る
場
合
に
も
、
手
数
料

ご
守
れ
ば
・
之

に
よ
り
促
さ
れ

た
ろ
官
顧
の
費
用
な
超

へ
て
は
な

ら

ね
。
然

る
に
此
税
が
物
盟
の
個
値

に
よ
り
測
定

包
ら
れ
、
正
雷
な

る
手
数
料

の
外

に
反
共
傍

に
徴
牧

さ
る
、
な
通
例

ε
す
る
ε
い
ふ
。

ラニ

交

通

税

を

租

税

ε

為

し

而

か

も

給

付

能

力

以

外

の

説

明

を

爲

す

も

の

(

)

A
國
庫
牧
天
上
の
便
利
な
る

一
手
段

ε
爲
す

も
の
」

即
ち
國
庫
牧
人
を
緊
ぐ
る
必
要
よ
り
其
徴
牧

に
最
容
易

(
な

る
腱

ε
し

て
之
を
選

み
セ

る
も

の

蓬
説

く
の
が
あ

る

〔註

一
〇
)q
併

し
其

に
い
ふ
所

の
牧

人
の
必
要

ビ
い

ふ
こ
`

は
大

事
な

こ
ε
で
は

あ

る
が
、
、其

の
爲

め
に
唯

だ
此

庭

が
取
り
易

い
か
ら
取

る
`

い
ふ
の
で
は
理
由

に
居
む

諏
。

正
常
性

を
讃
す

る
に
は

不
満

で
あ

る
。

論

叢

交
躍週
税
の
n佃
捉
す
べ
斗
・給
付
能
力

第
十
五
巻

(第
二
艪
脚

五
)

一五
五

arieu,Trait6desimp6ts,26d.III.p.65etSuiv.

3ed.astable,PublicfiP・574・nance.
ve廿kehrsteuem.(FinanzArchiv.7.Js.2[eckel,ZLlrLeh1・evonden

d,)S.7.

. oscher,Systemd.Fw,5Aufl..II.S.122.Heckel,Lehrbuch・1.S・453・

S..isenhart,DieKunstderBesしeuerung.195・

[erselbe,et〕enda .
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＼

9

論

蟹
脳

炎

瀟
撒
幌
の
描
…促

す
隔
へ
さ
」給

付

甜
叩
刀

第

十
五
搬
W

〔諮
舛
二
號

⊥
ハ
)

一
}五
ム
ハ

(註

一
〇
)
ス
4
イ

ン
に
、
.一
般
交
漉
硯
海
合
理
的
に
現
.由
.つ
け

る
こ
こ
は
不
能
で
あ

ろ
。
.
-一

変
悔
種
ぼ
螢
利
税
(収
得
税

こ
も

い
ふ
)及
所
得
税

の

傍

に
決

し
て
學
問

に
よ
り

て
説
明

ゼ
ら
奇

な
得

漣
。
併
し
唯
國
集

の
必
要

に
よ
刃
及
併
し

一
部
ー-
其
容
易

臆
塘

ば
ろ
}

こ
・
に
よ
矧
て
説
明
ぜ

ら

杷

払
得

爵

ひ
.二
・
・
も
畳

職
叉
に
名
轡
特
典

の
許
輿
の
ヂ
蟻
醤

或
希
畢

べ
き
出
来
事
が
灸

に
之
に
結
柱
音
た
・
支
出

集

舞

こ
爲
す
所
の
各
の
槻
會
な
、、
.国
庫

⑳
爲
め
に
利
用
す
6

の
壷
力
エ
リ
生
す

ピ
い
、ひ
、
.コ
ソ
・サ
奴

、
愈

々
増
加
す

ゐ
所

の
画
家
需
要
、
直
接
税
及
溶

.

費
税
ん
婚
加

ず
る
き

あ

困
難
、
徴
収
の
容
易
及
小
費

ぐ・
い
ふ
ご
ミ
が
、
近
世

F
於

て
此
の
如
き
税
の
殆
ん
.ε

一般

な
.ろ
普
及

尋
.]
部

ば
説
明
し

[
部
は
辯
護

す
ろ
の
理
由
で
あ

ろ
ミ
い
ひ
、

エ
ー
ベ
ル
ビ
も
、
交
通
税
が
、
其
成
立

及
搬
建

障
依
れ
ば
往

々
に
し
て
唯
だ
財
政
必
要

に
よ
り
條
件

ゼ
ら
れ
、
人
瀞
最
馨
易

に
此
に
て
目
的
麺
達
す
ろ
、
～
ぐ、
の
爲
め
の
み
に
て
選
ま
れ
六

ぜ、
い
ふ

ご
ぐ」
な
否
心
な
得

襯
ぐ、
濡
し
、
更
ら
焔
不
動
産
交
逋

税

に
観
音
て
其

茄
唯
だ
歴

史
的
鞍
撃

叡

攻

の
容
易

重

り
し
て
説
明
ぜ
ら
ろ
＼
心
得

聾

す
・
爾
ほ

フ
リ
ー
ド
ベ
ル
ヒ
も
・
叢

謹
、
借
金
調

書

戸
交

互
計
算
書
(
「計
算
書
、r
及
特

に
手
形
印
紙

心
理
論
士
租
税
の
中
に
入
る
べ
音
で
な

い
。
税
法
的
動
機

が
存
し
な

い
。
之
な
精

々
、
圃
庫

の

聯

爲

め
の
財
政

上
の
多
攻

こ
い
ふ
ご

ぐ」
が
理
由
づ
け
る
己
い
ふ
。

ラB
国
家

の
最
高
耀
よ
b
説
く
も
の
i

前
者
ξ
関
聯
し
て
、
国
家
が
元
來
、
人
民
の
財
産
権
を
規
定
し
制
限
す

(
る
の
橿
能

を
有
す
る
が
故

に
、
之
を
此
に
利
用
し
た
ε
し
て
説
明
、し
得
る
。
併

し
其
の
国
家
の
も

つ
所
の
高
灌
は

公
益
上
張
き
理
由
な
《
て
は
活
周
し
て
は
な
ら

澱
。
財
産
交
通
ε
い
ふ
如

き
な
し
ろ
公
益
上
其
登
展
の
希
望
す

べ

き
も
・の
を
抑
制
す
る
ε
い
ふ
の
は
穏
當
で
な
い
。
給
付
能
力
上
の
根
採
め
ら
ば
ま
た
格
別
で
め
る
が
、
其
を
問
は

す
し
て
唯
だ
財
政
牧
人
上
の
必
要
の
矯

め
に
ρ
此
大
切
な
交
通
を
抑
制
す

る
ビ
い
ふ
の
は
穏
當
で
な

い
。

ラC
財
産
集
積
の
制
限
手
段

`
す

る
も
の
1

即
ち
交
通
税
を
以
て
人
民

の
財
産
又
は
資
本
の
集
積
を
制
限
す
る

(
方
便

ε
し
ゃ
ヶ

ご

い
ふ

の
見

方

で
あ

る
(註
=

)。
.此
は

↓
の
見

解
で
は

あ
る
。
相
続

税
な
ご

に
は
當

る
け
れ
ご
も

一

10)Stein,Lebrbuch、5AしLH.II-II.S,212.Rau,Grunds乱tze.d.Fw、5AuHlI.

S.360,Cossa,Grundrissd.Fw.S.99.
、Eheberg,、Fw..gAu日.S.294・322・

Heckel,Zu1・1.ehrevondenVerkehrstenern.S.1.2..L.覧



帽

印
紙
.視
や
登
録
税
な

ご

の
如

く
壷

に
財
産
集
積
者

の

み

の
負
捲
.こ
な
ら
す

し
て
、
財

産
喪
失
者

の
負
捨

ε
も
な

る

も

の

Y
説
明

に
は
な
ら

訟
。
.
一
.般

交
通

税
の
理
由

ピ

し
て
は
當
ら

ぬ
。

(註
一
【
)
ロ
ァ
イ
ヤ
τ
は
、
交
通
税
が
、
人
な
る
財
産
の
塊
の
過
度
な
ろ
鍛
加
た
規
律
し
制
限
し
又
、
経
常
税
の
傍
求
開
接
税
ド
て
、
国
民
財
産
及

　
ユユ

国
民
所
得

の

一
層
畏
く
且

つ

一
尉
平
等
な

ろ
分
配
な
獅
ら
す
べ
き
任
務

な
以
て

「
の
累
進
税

こ
な
り
得
べ
し
ミ
す
ろ
。

恥

疲

葎

保
護
の
報
算

す
・
も
の
一

身

財
産
椹
が

一
撃

国
家
の
葎

制
度
の
保
護
を
受
け
な
を

ぐ
は
な
ら

澱
か
ら

、
其

報
償

ε
し
て
交
通

税
を
認

む
る

の
で
あ

る
(註

=
一)。
此

は
第

一
.利
益
説

よ
り
租
税
を
説
明
す

る
こ

ご
に
於

て
.
不
當

で
あ

る
の
み
な
ら
す

、
第

二

に
必
ず

し
も

當
該
被

視
者

の
受

く
る
特

別
利
盆

に
騒

せ
ざ

る

も

分

Σ
矯

め

に
、
當
該
關
係
者

の
み
が
報
償
を
佛

ふ

ε
い
ふ
の
は

當
を
径

諏
(註

=
二
)。
第
三

に
財

産
権

の

一
般
的

保
護

の
報
償

を
其

移
輔

の
場
合

に
求

む

る
こ
ξ
は
、

之
を
移
繭

す

る
も

の

オ
移
縛

せ
ざ

る
も

の
ご
の
間

、

同
じ
く

移
韓

レ
て
も
屡

か
移
轄
す

る
も
の

ε
稀

に
移
韓
す

る
も

の
ご
の
間

に
も

負
据

の
不
公
竿
を

生
ず

る
ξ

い
ふ
不
都

合

が
あ
る
。

～註
一
二
)ボ
ー
リ
ュ
ー
ぱ
、
他
の
動
機
が
登
録
及
印
紙
税
々
原
則
上
辯
護
す
ろ
。
其
ば
瓶
會
上
の
取
引
の
凡
て
の
も
の
㌧
保
澄
こ
い
ふ
こ
&
で
あ
ろ

保
阪
料
に
當
ろ
賦
金
加
取
引
額
に
慮
じ
て
画
家
が
課
す
る
こ
ご
ば
、
自
然
に
し
て
正
賞
で
あ
る
こ
い
ふ
。
、ベ
ソ
プ
ラ
ソ
フ
も
、
此
税
為
年
数
料
的

課
徴
物
、
】
般
豫
防
的
灌
利
保
護
.の
爲
め
の
報
償
ご
見
ろ
。」曰
く
、
国
家
櫨
力
の
権
利
保
護
に
二
様
で
、
一
に
豫
防
的
、
他
は
抑
制
的
で
あ
ろ
。

権
利
の
保
護
に
事
買
上
及
貴
注
的
な
る
存
要
ぜ
な
い
。
む
し
ろ
輩
に
吾
人
の
法
律
制
度
の
保
護
す
ゐ
侏
離
に
放
て
基
け
ら
る
＼
な
得
る
。
此
匠
別

は
二
の
特
蹴
な
み
種
類
、
裁
剣
上
の
手
敷
料
さ
交
通
税
ε
の
定
ま
る
之
こ
の
土
筆
己
な
ム
。
此
故
に
交
通
税
ば
国
民
が
国
家
の
勤
務
の
薦
め
に
彿

ふ
べ
き
報
償
で
め
る
。
併
し
其
勤
務
こ
ば
、
箇
人
の
幸
幅
及
其
瞥
業
行
爲
の
爲
め
に
絶
対
に
必
要
で
、
國
家
の
み
が
之
な
給
付
し
得
ろ
人
及
財
産

論
.
叢

交
通
税
の
捕
捉
寸
べ
音
給
付
能
力

第
十
玉
巻

(第
二
號

七
)

「五
七

lI).Heckel,Zur工 、ehre.vonden.Verkehrsteuerh.S..5.

血
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論

叢

交
逋
税
の
捕
捉
す
べ
春
給
付
能
ヵ

第
+
五
巻

露

二
號

八
)

}
五
人

助

の
極
利
の
保
護

で
め
ろ
ミ
。

〔註

一
三
)
ラ
ゥ
ーエ
、
全
財
産
及
金
管
利
が
法
律

の
保
護

の
下

に
立

つ
・
然

る
に
経
済
界

に
於
け

る
或
行
爲
及
出
張
事

に
於

て
の
み
・
此

が
他
の
場
合

よ
り
上

層
容
易

に
徴
収
し
得

ろ
の
故
の
か
に
て
、
画
家

に
於
げ
ろ
支
佛
か
要
求
す

る
こ
ご
は
猷
馳
あ
り
・・
い
ひ
、
〒

ベ
ル
・
も

・
財
産
交
瓶

ド
關
興
し
れ
ろ
人
々
に
、
整
頓
し
た
ろ
國
に
て
生
活
す
ゐ
凡
べ
て
の
人

々
(前
者
為
含
め
て
)
が
享
受
す

み
よ
り
も
よ
り
大
な

ろ
利
益
が
、
其
画
家

璃

の
保
護
及
法
律

制
度

に
つ
奇
生
じ
な

い
の
に
・
何
故

に
此
に
利
益
原
則

の
適
用
さ

る
べ
き
か
な
見
る
ぺ
か
ら
す

ヒ
い
ふ
。

E
當
該
財
産
交
通

に
謝
す

る
法
律
保
護
の
報
償
ε
す
る
も
の
一

即

ち
前
者
よ
り
も
狭
く
常
談
關
係
者
に
封
ず

(
る
常
談

特
別
な

る
交

通

に
於
け

る
法
律
保
護

の
報
償

を
交
通
税

に
認
む

る
の
で
あ

る
(註

西

)。
併

し
此

が
輩

に
登

録

税

に
於
け

る
万
如

き
官

随
行
爲

の
介

在
す

る
も

の

に
就

き
手
数

料
的
意
義
あ

乃
だ
け

に
て
怯
當

な
が
、
其
を
遙

か

に
超

へ
て
定
ま

る
税

に
於

て
之
を
認

む

る
を
得

澱

(註
一
五
)ひ
或

は
此

に

い
ふ

の
は
官
廃
行

爲
に
拘
ら
す

、
其

事
、

件

を
保

護
す

る
法
制

の
報
償

ご

い
ふ
の
で
あ
む
う
が

、
此

の
如

き

毛
の
を

、
全

国
家
法
制

の
恩
澤

の
中

よ
b
分
別

す

る
こ
ε
は
難

い
.。

文
典

報
償

の
程
度

を
測

定
す

る

こ
ε
も
難

い
。

《
註
幽、匹
)ラ
ワ
に
、
人
民
が
或
私
法
な
其
利
益
の
薦
め
に
利
用
す
ろ
ε
き
に
、
例
之
、.彼
が
手
形
た
振
出
す
べ
く
手
形
法
准
使
用
す
る
ざ
き
に
此
印

紙
税
た
彼
の
佛
ふ
べ
き
手
鍛
料
ミ
見
ろ
こ
ご
存
得
べ
し
こ
い
ひ
、
フ
イ
ス
チ
y
グ
に
、
櫃
利
交
逓
税
は
唯
だ
龍
利
交
通
の
制
度
に
於
け
ろ
各
人
の

　

特
段
な

ろ
利
金

に
よ
り
て
の
み
理
由
つ
げ
ら
れ

ろ
。
此
が
十
分
な
ら
ざ
る
だ
け

に
て
ば
、
其
辯

護
は
傳
來

ざ
慣
熟

ピ
の
外

に
に
、
唯
だ
国
庫
的
必

要

の
み

に
存
す

`
い
ひ
、

ハ
ウ

ス
マ
ン
も
、
画
家
給
付
の
利
益

に
二

ろ
課
税
の
見
地
よ
り
、
画

家
に
資
の
法
律
行
爲
に
於
て
潜
在
的
勤
務

々
爲
す

陶

ご
し
て
辯
護

す
る
o

「駐

一
五
覧
ワ
グ
ナ
ー
は
、
此
撹
が
此

に
国
家
の
法
律
行
鳥
に
興
ふ
ろ
法
律
保
護

に
封

ず
る
報
償

こ
し
て
現
に
る
」
も
、
此
が
貴
際
、
手
鍛

料
で
な
く

淘

.

で
.、
租
税
れ
る
お
け
で
に
、
即
ち
.費
用
為
償

に
す
叉

は
勤
務
右
賠
償

ゼ
ざ

る
だ
け
で

に
、
此
理
由
に
維
持
す
べ
か
ら
す

建
い
ふ
。
12)

15)
14)

15)

Beaulieu,Trai[edelasciencedes丘nances,56d,1.P.502-3,.Wagner,

Fw.2Aufi.II.S、549.Herke】,ZurLehrevondenVerkehrsteuern.S.8-9・
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噛

ラF

一
の
清
興
税
ε
見
る
も
の
-

即
ち

政
府
の
勤
務
を

消
費

す
る
に

謝

し
て
課
す
る
も
の
蓬
す
る
が
あ
る

く
(註
一
六
)。
其
も
登
録
税
の
場
合
に
於
け
る
政
府

の
勤
務
の
浴
費
な
ら
ば
、
ま
だ
良

い
が
、
特
段
な
官
的
行
爲
の
俘

は
兎
場
合
の

一
般
的
勤
務

の
清
費
ξ
い
ふ
に
至
て
は
、
あ
ま
り
に
其
消
費
の
意
義
が
適
切
で
な

い
。
特
段
な
る
官

的
行
爲
の
俘

ふ
場
合

に
も
、
其
勤
務
の
消
費
ざ
い
ふ
の
は
穏
當
で
は
な

い
。
假
り
に
其
は
可
ε
し
て
も
、
此
等

の

場
合
の
如
(
生
活
上
必
要
咲
く

べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
謝
し
て
課
税
す

る
の
は
當
を
得

楓
(註
「
七
)。

恥

(駐

一
六

)
ヤ

コ
プ
及

マ
ル
〃
ス
は
共

に
、
消
費

税
々
二
分
し
て
-
其

一
こ
し
て
公
勤
務

の
消
費
税

な
認
め
六
。

(註

一
七
)
ア
イ

セ
ン
ハ
ル
ド
に
、
此

が
公
勤
務

給
付
の
滑
凝
稔
ζ
し
て
辯
護
ぜ
し
め
な

い
。
此
が
清
費

税
の
凡
.(.て

の
原

則
に
反
す
う
。
何

こ
な
れ

ば
砦

如
き
必
護

く
ぷ

ら
ざ
動

蒙

鍍

な
る
離

の
薯

な
纏

で
な
い
・
文
豪

覆

の
昏

ぶ
り
窶

し
な
い
か
ら
蒜

鋤
・
.

G
奢
侈
視
・乙
見

る
も
の
一

凡

べ
て
の
交
通
税
で
は
な

い
が
、
取
引
所
視
を
以
て
取
引
所
取
引

に
よ
る
利
得
を

(
課
す

る
も

の
こ
し
、
其

利
得
が
奢
侈
的

に
消
費

さ
る

べ
き
も

の
£
し
て
光
視
を
奢
侈
税

ご
考

ふ
る
の

で
あ
る
が
、

〔註

一
入
)。
此
利
得

が
必
ず

し
も
奢
侈

に
使
用

さ
る

、
ご
限
ら

隠

か
ら

、
此

の
如

く
に
取
引

所
税
を
断
定

す

る
は
早

計

で
み

る
。

勿
論

凡
.ぺ
て
其
他

の
交
通

税

に
も
當
ら

ぬ
。

塒

(融
恥一
八
　ビ
リ
ン
ス
キ
」
の
説
く
所
で
あ
る
。

以
上

に
よ
り

て
給
付
能

力
以
外

に
依

る
交
通
税

の
説

明
は
失
敗

ご

い
ふ

こ
ε
が
明

か

に
な

つ
だ
。

髄

叢

交
通
税
の
捕
捉
す
べ
き
給
付
能
力

第
.十
五
巻

・
δ第

二
號

」
九
)

一
五
九

16}
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踏固
.
叢
・

交
涌
}税

の
捕
捉
す
べ
匙
給
付
能

力
り

第
十
五
巻

(第

「
.
一號
.

一
Q
)
.

=
ハ
○

第
二
段

給
付
能
力
の
観
黙
よ
り
の
交
通
税
の
説
明

一
給
付
能
力
よ
り
の
説
明
の
困
難

(
)A

一
般
人
的
綜
合
的
給
付
能
力
虎
ら
ざ
る
こ
ε
よ
り
生
す
る
疑
問
-

斯
一
て
交
逋
税
は
給
付
能
力
よ
り
説
明

(

「
、

「

し
な
く

て
な
ら

諏
こ
己
に
な

っ
た
が

、
此
税

が
箇

々
.の
交
通

出
来
事
を
捕

へ
て
課

し
、
當
該

義
務
者

の
全
能
力

を

綜
合

し
て
課

せ
な

い
爲
め

に
、
如
何

に
も
能

力

に
慮

じ
た

ろ
枇
な
b
や
否
や

、
疑

を
生
せ

し
め

る
こ
ε

に
な

る
。

ラ

帥

ち

い
人

の
能

力
は
牧
金
持

に
所
得

に
至

っ
て
初

め
て
梢
完

全

に
現

は
る

》
の
で
、
交
通
事
實

だ
け
で
は
其

に
封

(

し
間
接

の
表
示

で
あ
b
、
而

も
ま
だ
能
力
が
伺
う
な

る

ど
も
未

決
状

態

に
あ

る
も

の
に
課
す

る

=
ε
玉
な
b

、

之

ラ

が
課
税

が
所
得

ε
は
釣
合
を
得

濾
こ
ε
に
な

胤
9

(註

　
九
)
、
ろ
且

つ
略

ぼ
同

一
の
全
能
力

の
人

が
同

[
.期

に
交
通

(

事
實

に
聞
係
す

る
度
数
が
異

b
、
或
者

は
多

く
關
保

し
、
他

の
者

は
少

く
關
係

し
、
叉
は
全
く
關
係

せ
ざ

る
が
あ

う

の

っ
て
、
此
間
.に
不

公
李

を
生

じ
(註
一、一〇
)
、
は
更
ら

に
此

視

に
て
は
人
的

事
情

の
考
慮
も
行
は
れ
ず

、
累
進

も
行
は

(

れ
な

い
こ

い
ふ
遺

憾

が
め

る
。

(註
一
九
)
ヘ
ツ
ケ
ル
に
・
蛮
廼
視
の
捕
促
す
べ
き
元
素
11
間
接
に
働
く
所
の
元
素
こ
し
て
・
多
.く
は
精
密
に
11
測
.遣
す
べ
か
ら
す
、
.唯
だ
近
接
的
に

見
積
ろ
べ
く
、
其
全
艦
の
現
象
に
て
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
。
此
が
街
ほ
原
料
で
あ
っ
て
、
此
よ
り
し
て
纒
濟
的
利
益
た
生
す
ろ
や
否
や
、
如

何
な

ろ
度
に
て
生
ず

る
か
に
舞

人

の
勢
働

ミ
巧
妙
ミ
に
係

ろ
ε
い
ひ
、
フ
す
ツ
ケ
に
、
此

に
て
に
利
得

が
な
さ
れ
た
り

ゃ
た
示
す
な
得

η
。
此

が
閏
来
て
も
其
が
如
何
に
大
な
ろ
か
心
添
さ
均
。
其

は
其
後

に
至
り
牧
谷

に
て
勧
め
て
現
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
こ

い
ひ
、
ウ

ン
プ
エ

ン
壇
ツ

ハ
も

.

ド

19)Vocke,a.a,O.S. lot.
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直

財
産
移
韓

の
或
行
爲
が
生
じ
叉
に
生
ぜ
ざ

ろ
所
得
の
高
さ
に
全
く
、
此
行
騰

に
て
移
榔
す

る
財
産
の
高
さ
に
係
ら
す

ミ
い
ひ
、
シ
ヤ

ル
も

、交
通
税

ば
腓
…直
々
旭
ハ
へ
ら
れ
た

ろ
交
県運
一仔
総
門「
r於
直り
δ
且
魚
貝
際
的
納固
…川
釣
現
象

に
て
健

す
ろ
。
如
何
に
各
箇

の
血父
垣
行
爲
が
年
攻
釜
の
獲
得
に
、
叉
}μ

年
所
得
の
獲
得
に
貢
献

す
う
か
ば
・
接
近
的

に
も
確
知
ぜ
し
め
な

い
こ
い
ひ
、
ζ

7
レ
ー
も
、
.間
接
税
(随

っ
て
交
通
税
)
に
て
に
、
画
家
は
凡

.、
て
の
櫓
税
者

の
實
際
的
給
付
能

力
の
地
位
々
直
接

に
確
知
マ
.う
な
得

掩
。
此
地
位
に
彼

に
ミ
リ
て
知

る
か
得

掩
叉
認
む
う
な
得
ぬ

こ
い
ひ
、
7

イ

ス
チ
ン
グ
も
、
交
流
稔

に
關
す
ろ
出
來
事
よ
り
給
付
能
力

の
上

へ
最
小
の
考
慮

が
な
さ
れ
す
。
同

一
.の
客
観
的
前
提
の
下

に
-
貧
民
も
富
者

も

匠
別
な
し
に
課
ぜ
ら
れ

る
こ
い
ひ
、

コ
ー

ン
も
此
出
來
事
が
版
金

な
生
ず

ろ
物
盟

エ
り
も
£
り
少
く
租
税
方
々
示
ず
〔相
続
贈
與
等
な
除
き
て
は
)

ミ
い
ひ
、
ア
イ
ぜ
ソ

ハ
ル
ト
も
、
壷
買
、
、小
作
叉
は
貸
付
契
約

の
必
要

は
、
人
の
恣
意
に
て
生
じ
な

い
。
物
艦

の
偵
値

に
よ
り
測
定

ぜ
ら
ろ
」
税

ば

、
其
人
の
所
得

に
正
當
な
る
割
合
に
て
關
係
↓す

ろ
た
得

の
ミ
い
ひ
、
プ
ァ
イ
フ
ア
ー
も
、
或
貨
幣
及
便
他
領
の
取
引
は
取
引
な
行

ふ
者

の
租
税

能
力

の
標
瞥

な
ら
な

い
・
僅

に
千
・
ー
ラ
し
か
跡

敷

有
琵

小
仲
買
商
人
が
、

百

の
中

に
晟
富
め
ろ
利
殖
者
よ
り
も
多
く

の
慣
額
叢

引

の

ヒ

ヨ

し
之
が
契
約

々
爲
丁
な
得
ε

い
ふ
o

(註

二
〇
)
ウ

ン
プ

エ
ソ
バ
ッ
ハ
は
、
同

一
大
さ
の
　
の
財
産
便
値
が
唯

】
回
の
移
韓
行
鳥
海
漏
す
ミ
同

一
の
時

に
、
他
の
財
産
債
但

に
て
に
百
回
財

.

産
移
韓

な
駕

す
・
ぎ

が
あ
り
得

る
ε
い
ひ
、

・
・
サ
も
、

一
定
の
時
期

に
同
慣
値

の
財

の
爲
め
に
現
は
ろ

・
移
轄

の
異
り
た
る
産
殿

が
少
か
ら
ず

不
公
卒
の
面
加

に
貢
献
す
る
が
爲
め
に
、
反
封
さ
る
ざ
い
.ひ
、
ラ
ウ
ば

、
印
紙
義
務
の
指
定
さ
れ
た
ろ
出
來
事
の
屡

々
起

る
か
稀

に
起

る
か
は
偶

然

こ
し
て
現
に
些

此
が
公
正
の

一
般
原
則
炬
誤
ら
し
む
。
一

登
録
手
数
料
に
明
に
不
不
等

妥

ろ
。
何

庵

れ
ば
嚢
買
其
他

の
契
約
が
往

・

に
し
て
・
里

物
燈

に
つ
き
短
期
間

に
相
次

い
で
繰
返
さ
れ
、
往

・
に
し
て
水
音
間
隔
為
置
け
ば
な
り
ミ
い
ひ
、
フ
ナ

ッ
ケ
に
、
交
通
税
-工
清
麗

.
税

`
共
ド
行
爲

に
結
付
者
、
此

二
の
も
の
共
、
不
行
爲
に
二
り
避
く

る
心
得

ぐL
ぜ
ひ
、

シ
ヤ
ル
ば
、
特

に
相
納
税
の
相
當
な

る
成
形

に
よ
畦
豫
防

手
段
が
講
ぜ
ら
れ
な

い
だ
け
で
は
、
交
通
税
は
、
最

租
税
能
ガ
あ
る
財
産

家
、
握
濟
上
飽
満
な

る
生
存
た
爲
す
も
の
、
即
ち
十
分
持

つ
爲
め
ド
何

も
の
々
も
買
に
突

具
所
有
枕
な
鍛
代
通
じ
て
維
持
す
う
に
+
分
弼
き
が
故

に
何
も
の
な
も
費
ら
ざ

る
も
の
な
有
利

こ
す
ざ
い
ふ
。
更
に

ム
ル

ハ

ル
ト
は
・
此
程
の
平
等
の
分
配
に
其
性
質

上
及
輩

に
偶
然
な
ろ
全
く
箇
人
的
事
情

に
系
ろ
こ
ぞ」
の
薦

め
に
全
く

不
可
能
で
、
此
の
如

き
税
ば
各
箇

人
に

「
同

に
し
て
数
年
間
の
其
全
罷
の
他

の
税
額
よ
り
も
多
く
要
す

ろ
こ
ε
㌧
な
叫
、
此

が
然

る
ミ
音
に
恐
ら
く
は
全
生
涯
々
通
じ
て
再
び
彼

に

論

叢

交
題
暁
の
捕
捉
す
.へ
告
給
付
能
力

第
+
五
巻

(第
二
號

=

)

=
2
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謄

躍

交
逋
税
の
捕

捉
す
べ
き
給
付
能
力

錦
十
五
巻

〔
第
二
號

一
二
)

F
六
二

課
ぜ
ら
れ
な
い
程
で
め

ろ
ピ
い
ひ
、
プ
ア
イ
フ
ア
ー
も
登
録
税
が
非
常

に
特
有
な
硯
で
、
或
人
民
に

一
日
に
し
て
彼
が

一
年
間
佛
つ
れ
凡
べ
て
の

他
の
磐

合
計
　

も
多
く
奮

し
得
良

綱
・

ラB
.特
別
的
分
散
的
給
付
能
力

ξ
し
て
の
敏
黙
1
一
此
稔
が
軍
に
特
別
的
給
付
能
力
を
捕
捉
す

る

に
止

ま

る

ε

(

エ

し
て
も
爾
ほ
遺
憾
の
蕪
が
少

か
ら
ぬ
。
第

一
い
此
税
が
明
確
な
る
利
得
を
捕
捉
せ
す
ε
い
ふ
こ
ε
が
あ
る
。
即
ち

(

給
付
能
力
の
表
現
を
捕
捉
す

ε
い
ふ
よ
b
は
、
損
失
を
捕
捉
す
る
こ
ε
が
あ
り
、
或
は
給
付
能
力
ε
無
干
係
な
胤

が
あ
り
、
或
は
給
付
能
力
は
あ

っ
て
も
莫
大

さ
が
不
明
で
、
其
の
之
を
捕

へ
難
き
も
の
が
あ
る
。
例
之
、
家
庭
事

件
に
閲
す

る
委
任
状
の
印
紙
の
如
き
、
其
に
給
付
能
力
が
現
は
れ
た
り
ざ
い
ひ
難
く
、
此

ε
は
無
干
係

の
如
く
で

あ
る
(註
一=
)。
或
ば
讐
師
辯
護
士
の
資
格
登
録
の
場
合
の
如
き
、
新
に
給
付
能
力
を
生
じ
た
ε
は

い
ひ
得
る
が
、

其
程
度
大
さ
は
不
明
で
あ
る
。
之
に
悠
じ
て
適
切
な
課
税
こ
い
ふ
こ
ε
は
難

い
。
其
か
ら
費
買

に
閲
す

る
印
紙
及

登
録
税

の
如
き
に
至
て
は
、
其
賞
買

に
て
責
手
も
買
手
も
共

に
相
當
に
利
得
し
、
其
視
を
此
利
得
に
よ
り
双
方
が

一
部
づ

＼
負
憺
す

ビ
い
ひ
得
る
こ
ご
も
あ
ら
う
が
〔註
二
二
)、
此
場
合
で
も
其
利
得
の
大
さ
、
随

て
給
付
能
力
の
大

さ
は
不
明
で
あ
る
〔駐
二
三
)。
庭

が
税
が
此
の
如
く
に
當
事
者
双
方

に
分
櫓

さ
れ
尊

い
で
、
何
れ
か

一
方

に
負
は
さ

る
、
場
合
が
あ
る
。
,此
場
合

に
も
例
之
、
滑
費
物
随

ふ
て
生
産
物

に
課

せ
ら
る
＼
の
で
め
る
ご
、
責
手
よ
り
買
手

に
轄
嫁

さ
る
る
ご
ざ
が
多
か
ら
う
(註
二
四
拓

其
ぽ
ま
あ
、
買
手
だ
る
消
費
者
の
購
買
力

に
於
け
る
給
付
鮨
力
を
捕

捉
し
π
ざ
し
て
、
其
が
生
活
必
要
品
な
る
場
合
の
如
き
で
あ
る
ε
、
之
を
以
て
給
付
能
力
を
測

る
の
は
理
想

に
遠

,a,a・O,S.365.Cossa,a.a.0.S.99一]op.Rau,a・a.O.1・S・21)Umpfenbach
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1

か

る
、
其
も
ま
だ

よ
.し
ε
し
て
、
清
費
物

π
ざ

る
有
慣

證
券
土
地
家
屋

の
費
買

に
閲
す

る
税

に
な

る
蓬
、
壷
手

よ
b

・買

手

に
韓

嫁

さ
る
る

こ
ご
も
あ

る
が
、
此

が
容

易
で

な
く
、
萱
手

の
貝
捲

に
蹄

す

る
こ
ご
も
あ

る
。
或

は
買
手

の

納
む

べ
き
も

の

ε
法
定

さ
れ
て
も
、
其

が
.萱

手

に
轄

嫁

さ
る
る

こ
ど
ε
な
り
得

る
。

つ
ま
り
此

負
捲

の
蹄
着

は
面

し

者
間

の
経
済

上

の
力

の
優
劣

に
よ
り
定

ま
る

こ
ε
で
、
色

々
に
な
る
、

其
買
手

の
負
捲

に
締

す

る
場
合

は
～買
手

が

之
を
買
取

る
鯨
力

を
生
じ
た
、
其

に
て
彿
は

る
(註
二
五
)
ε

い

へ
ば
其

れ
で
説

明
は

つ
く
。
尤
も
其
も
給
付
能

力
の

長

き
標
準

ε
は

い

へ
な

か
ら
う

(註
二
六
)。
庭

で
其

の
萱
手

に
蘇
す

る
場

合

ε

い
ふ
の
が
説

明
の

つ
き
悪

い
場
合

で

め

る
。
責
手

が
其

個
人
的

理
由

よ
b
か
、

一
般
経
済

界

の
不
況

の
影
響

を
受

け
て
か
、
其

物
を
費

h
ざ

る

べ
か
ら

ざ

る
場
合

に
、
彼

が
買
手

に
黝

し
弱
者

の
地

位

に
あ

っ
て
夫

の
税
を
負
は

な
く

て
は
な
ら

ぬ

こ
嬉
に
な

る
(註
二
七
)

此

の
如

き
聖
子

が
困

ま

っ
た
ε

き
損

し
た
ε
き
に
負

ふ
所

の
視
は
決

し

て
其
給
付
能
力
を
捕
捉

し
だ

ε
は

い

へ
な

い
や

う
で
あ

る
。
貸
借

の
場
合

に
課
せ
ら

る
る
税

も

、
貸

手
も
借
手
も

双
方
相

當

に
負

ふ
場
合

か
ハ
.貸

手

の
み
が

負

ふ
場

合
な
ら
ば

、
ま
だ
良

い
が
、
借
手
が
弱
者

ε

し
て
困

っ
た
揚
句

、
借
ら
な
く

て
は

な
ら

な
一
な

っ
て
負

ふ

場
合

(琶

天
)
は
、
給
付
能

力
を
捕
捉

し
た
亡

い
ひ
象

沌
る
如

く
で
あ

る
。
此

双
務
的
交

通

に
て
は
兎
角

、
弱

者
の

ラ

　

負
憺

ε
渠
る
ざ

い
ふ

の
が
、
此

視
の
最

大
の
不
公
爪†
の
や

う
で
め

る
(註
二
九
)。

ろ
此
税

に

て
は
又
交
通

に
現

は
れ

(

π
る
全

慣
値

を
見

て
、
其
牧
得
費

(註
三
〇
)負
債

状
態

を

(註
三
一
)斟
酌

し
な

い
ぜ
い
ふ

こ
革
よ
b

し
て
生
す

る
不
公

李
も

あ

る
っ
は
其
れ

か
ら
各
種

変
通
行

爲
ス
は
出
家

事
間

の
能

力

の
大
小

に
相
嘗
な
課
税

ビ
い
5
こ
ε
が
山
ハ
つ
か

く

騙

叢

交
通
税
の
捕
捉
す
べ
ぎ
給
付
能
力

第
十
五
巻

(第
二
.號

】
.三)

、
一六
三



9

論

叢

・炎
逓
税
り
捕
捉
す
べ
毒
給
付
能
力
.

第
十
五
巻

(第
二
號

・「四
)

・「
.六四

う

し
く

(註
三
二
)、、に
特
に
.交
書
登
録

に
現

は
.れ
た

る
も
の

の
み
を
課

し
て

、向

種

の
場
合

に
て
も
此

に
現

は
れ

ざ
る
も

(

う

の
を
逸
す

お
0
敏
黙

が
あ

り
(註
三
三
)。
少

く

ざ
も
輩
録

だ
け
で
は
不
動
産
偏

重

ε
な
り
(註
三
四
考
ほ
消
費
税

な
ら
ば

.

(

通
例
同

一
物
に
一
重
の
課
税
の
み
を
す
る
の
に
此

に
て
ぼ

二
重
三
重
の
課
税

ε
な
る
を
こ
き
生
心
他
の

一
重
の
場

ラ

合
文
は
無
課
税
の
場
合
ε
に
不
均
衡
を
生
.す

る
(註
三
筆
)。

へ
或
は
又
交
通
頻
繁
な
る
都
曾
地
を
其
頻
繁
な
ら
ざ
る

.

田
舎
地

よ
り
も
.重
く
課
す

る
の
不
権
衡
を
生
じ
(註
三
六
)。

ご
均
し
(
都
會
地
に
て
も
交
通
干
係
す
.る
こ
ξ
多

き
商

う

業
者
を
此
に
干
係
の
割
合
少
き
工
業
者
よ
b
も
重
課
す
る
の
結
果
ε
な
り
(註
三
七
)。
ち
好
景
熱
時

に
は
物
の
責
手

(

が
確

か
に
現
實

に
利
得
し
た
の
に
、
軍
な
る
移
韓
挽
に
て
は
之
を
課
す

る
能
は
ず
し
て
、
ま
だ
現
實
利
得
を
得
ざ

う

る
買
子
の
方
を
課
す

る
こ
ε
だ
な
る
不
公
卒
が
あ
る
(註
三
入
)。
り
不
況
時
に
て
は
好
現
時

ε
比
し
、
同

一
牽

の
椀

一
(

に
て
も
過
重
の
負
捲
ε
な
る
ご
い
ふ
こ
ε
が
あ
b
(註
三
九
)。
ぬ
更
ら
に
既

に
笹
葉
税
所
得
税
が
存
し
消
費
視
が
存

(

う

す

る
ご
し
て
、

此
交
通
税
が
其

に
現
ば
れ
た
る
給
付
能
力

を

重
複
課
税
す
る
の
嫌
が
あ
る

(註
四
9
。

る
加
之
、

(

ら

交
通
税

の
内
部

に
て
も
、
例
之

、
印
紙

税

ざ
登
録
税

ε
二
重

に
課

せ
ら

る
る
の
嫌

が
.あ
る
(註
四
一
)。

印
紙
税

だ
け

で
も
同

一
の
取
引

に
關

し

、
借
用

謹
交

で
取
ら

れ
委

任
.状

で
取

ら
れ
受

取
書

で
取

ら
れ

る
ε

い
ふ
-こ
.ε
も
あ

る
b
.

ラを
税
率

が
便
値

額

に
累
進

こ
な
ら
す

し

て
精

々
比
例

で
あ

る
が
、
其
が

既
に

不
侭
李

で
あ
り

、
其

れ
な
ら

ば
ま

だ

(

r

・
し
も

で
あ
る

が
、
其

慣
値

の
大

小
に
拘
ら
す
両

金
額

ざ
せ

ら

る
る
場
合

の
如

き
太

し
き
不
公
卒
を
生

す

る
を
免

れ

阻
(註
四
ご
〉。

↓

/

噛



、

幽

'

(駐

=
.「
)
フ
ナ
ッ
.ク
に
、
.物
燈

の
金
額

が
問
題
に
來
ら
ざ
る
契
約
及
其
他
の
官
臆
釣
出
.來
事

(家
庭
事
件

、
委
任
状
等
)
為
手
数
料
以
上

に
課
し
、
貨

渇

腿
…慣
値
に
於
け
る
利
益
々
抽
出
ぜ
ん

ミ
す
ろ
こ

ε
11
全
く
理
由
な
き

こ
ミ
で
め

る
ε
い
ふ
。

(駐

一
.一=
)
バ
入
テ
ー
プ
.ル
ば
・
全
鶴
上
貫
櫓

の
締
着
が
貿
手
ミ
壷
手
こ
の
間

ド
分
配
さ
る
」
・こ
こ
な
信
ず

る
貫
き
理
由
が
あ

る
。
嚢
手
は
無
税
な
り

し
な
ら
ば
其
受
取

る
.へ
き
ょ
り
も
少
音
も
の
存
得

、
買
手
は
同

一
假
定
の
下
に
於
げ
み
よ
り
も

一
層
多
く
為
彿
ふ
。
而
し
て
或
に
税
の
理
由

に
て

働

盛
買
毒
差
握

る
こ
ご

、
な
ろ
ξ
い
ふ
。

鋤
.

(甦

「…

)
畿

]
九
・
.
.
フ
ナ
ソ
ケ
滲
照
。
街

ヘ
ッ
ケ

ル
に
交
換

ド
於
て
滑
慣

の
度
合
々
+
分
確

に
は
答

へ
.ら
る
能

は
す

こ
い
ふ

(駐
二
四
)
バ
ス
テ
r
プ
ル
に
、
生
産
ぐ」
千
係
し
79
ろ
取
引

の
上
の
稀
々
課
す
ろ
こ

ピ
に
、
共
れ
だ
け
で
ば
生
産
費
の
塘
加

で
、
.生
産
者
及
商
人
が
之

罰

な
消
費
者
に
韓
嫁
ぜ
ん
ε
努

む
べ
き
で
あ

る
ミ
い
ふ
。

鋤

へ駐

二
五
∀
ホ
ソ

フ

マ
艶
11

、
買

ふ

べ
き
力

た
ら

つ
者

は
税

な
梛

ふ
能

力

あ

り

ピ

い
ふ
。
或

に

将
来
得

ん

ご
す

渦
利
益

の
税

ミ
も

い
に
れ

得

ろ
。

r

7コ

(註

二
六
)
ラ
ウ
に
、
或
貨
幣
額
が
文
飾

に
現
に
る
」
こ
ε
ば
、
決
し
て

一
般

に
或
富
裕
の
記
で
は
な

い
ざ
い
ふ
。

(註

二
七

語

多

の
墨

者

之

々
注

意

て
。
即

ち

ベ
ル
ギ

ウ

ス
に

、
土
地

の
購

買

に
除

儀

な

く
さ

ろ
.N
こ

・、
に
、
責

却

に
餓
儀

な

く

さ

ろ

≧

り

も
稀

で
」

あ

み
。
政

に
税
に
貸
手
に
騙
す
。
壷
却

の
必
要

に
追
ま
ら
ゐ
」
こ
ピ
大
な
れ
ば
人
な

る
ほ
ざ
愈

々
戯
し
く
感
ず

る
こ

定
㌧
な
る
い
ぐL
ひ
、
プ
ア
イ

フ
ァ
ー
、慧

恰
か
も
成
人
が
其
不
動
産
々
壷
ら
な
く
て
な
ら

ぬ
.地
位

に
め
る
場
合

に
は
、
彼

は
其

の
此

に
封
し
持

つ
べ
き
便
々
決
定
す

ゐ
地
位

F

訂
ら
ぬ
。
.買
手
が
其
全
き
税
為
貿
手

に
韓
嫁
す

か
准
得

る
。
、即
ち
壮
観
に
、
.多

く
は
不
利
な
財
産
状
態

ド
み

っ
て
随

ふ
て
其
財

産
寿
喪
ら

ざ
ろ
べ

か
5

芯
る
ガ
町
帥

ち
む
し
ろ
租
税
宥
恕
准
興

ふ
べ
き
も

の
よ
り
櫓
ぱ

ろ
ミ
巳
猷
・
〃
ラ
イ
ヒ
も

、
土
地
及
家
屋
心
嚢

ろ
者
は
逼
例
富
者
で
な
く
て
.

む
し
み
貧
者
で
み

る
。
随

ふ
く

税
な
課

ぜ
ら

る
」
も
.の
に
富
者
で
な
く
て
貧
者

で
あ
る
ご
い
ひ
(
ム
ル

ハ
ル
ト
に
依

る
)
、

ロ
ツ

シ
ア
正
も

、
土
地

の
費
却

に
痛
ま
し
臨

讐

董

た

・
葎

・
・
恰
も
然

る
喜

に
印
紙

に
最

確
だ

嚢

子
の
貢
警

締
す

・・
い
ひ
・
.†

・
ル
.・
し
、
ぶ
動
産

の
需
要

の
減
退
し
な
ぐ㌔
き
に
買

手
が
税
な
彿
ふ
べ
し

ε
い
ふ
㍉
}
と
ば
幻
想
的
で
あ
み
。
何

ご
な
れ
ば
此
の
場
合

匹
は
買
手
に
腰
迫
さ
れ
及
費
却
に

鋤

鹸
俄
な
ぐ
さ
れ
た

る
責
手
に
稚
か
韓
嫁
す
る
だ
得

う
か
ら

宣
い
ふ
。
.
.

(鮎賦
=
八
)
hム
ル
…ハ
ル
ト
.は
、
.僧
団欄
者
に
通
例
、
.
.
櫓
帽保
に
課

す
ろ
登
録
税
だ

、,借

尋
ま
り
留
凪
悔
し
反
㎞μ
}尚
利

に
よ
り
一元
れ
さ
ん

こ
す

ε
い
ひ
、

ロ
ッ

シ

肱咽

叢
.

交
通
視

の
払郷
握
す
べ
き
給
付
能
力
.
.

第
十
五
巻

〔第

二
號
、

唱
翼
)

一
.六
五
臼

22)

2呂)

24)

25)

26)

含7)

28)

Vocke,a.a.0.S.III.

Bastab】e,1:c.P.589,

Heclくel,ZurLehrevendenVer]{ehrsteuern.S.26.

Bastab】e,】.c.P.588、

Hoffma叩,..DieLehre.vondeDSt6uelln`S・4と7・

12.11,a.a.0.1.S.358.

BergiLLs,GrundsAtzed、Fw,S.297,Pfeiffer,a,alO.S.336・Murhard,a・

底
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馬

諭

}飯

山父
浬
稔

の
捕
捉
す
べ
き
給
付
能
ヵ

第

十
五
粉

(第

「
.↓號
}

一
六
)

「
六
六

脚
.

勘

ア
ー
も
、
弱
音
常
事
者
の
員
撫
で

ろ
例

ご
し
て
高
利
貸

心
畏
く
る
も
の
な
器
ぐ
。

(駐

二
九
)
ロ
ツ

シ
ア
ー
11
鳳、
交
逋
税

に
に
大

不
平
筆
が
め
る
。
鈍
が
殆
ん
ご
常

に
経
済

上
弱
き
當
事
看
よ
り
謄
に
ろ
ぐ」
い
ひ
、
フ

オ
ッ
ケ
に
、
凡
べ

て
の
双
務
的
交
通
出
来
事

に
於
で
、
税
が
経
済
上
の
弱
者
に
随

ふ
て
通
例
給
付
能
力

の
小
な

る
者

の
方

に
締
着
ゼ
し
め
ら
る

、
こ
ξ
に
於

て
、
此

税
が
租
髭
の
正
さ
に
あ

る
べ
く
叉
給
付
す
べ
き
も
の

、
反
封

こ
な

ろ
乏
い
ひ
「
シ

皿
フ

レ
ー
も
、
凡
ぺ
て
の
交
遡
行
爲

が
螢
利
た
興

へ
ぬ
。
往

セ

に
し
て
双
方
に
損
失
々
興
ふ
。
取
引
な
締
結
す
る
に
つ
巻
、
弱
音

方
の
常
事
者
が
通
例
交
通
印
紙
な
櫓

ふ
も

の
で
あ
ら
う
ε
い
ひ
・
ラ
ウ
ば
・
費

却
等
ば
往

々
に
し
て
不
利
な

ゐ
事
情

の
結
果

足
し
て
例
之
負
債
出
稼

の
結
果

ミ
し
て
行
に
れ
、
随
ふ
て
責
手
が
低
音
慣
絡
々
得

、
此

に
て
課
徴
物

の
韓

嫁
為
も
曳
け
な
く
て
に
な
ら

ね
こ
い
ひ
、

コ
ン
ラ
ー
ド
に
、
同

一
税
率

に
於
て
、
患買
手
が
利
得
為
得
す
叉
に
強
制
的
に
其
財
産
た
喪
ら
な
く

て
に
な
ら
槍
場
合

に
に
、
不
幸
な

ろ
者
が

一
膳
困
難

ミ
ぜ
ら
れ

ろ
。
如
何

に
多
く
彼

が
之
を
壷

慣
の
申

に
計
算
し
得

る
か
に
力

の
問
題
で
・
弱
者

が
甚

負
櫓
な
引
受
く
べ
く
、
之
海
景
馨
易

に
措

ひ
得

べ
童
者
が
引
受
げ
菰

い
。
故
に
絵
付
能
力

に
適
撫
す
ろ
こ
ミ
㌔
な
り
得

組
ミ
い
ひ
、

ベ
ル
ナ

、

鋤

1
に
、
交
瀬
税
の
韓
嫁
が
頁
櫓

に
於
け

る
大
な
不
平
等
ε
な
り
得

る
。
殆
ん
ご
常
に
経
済

上
弱
者
當
事
者

の
費
櫓

に
締
す

ろ
こ
.己
＼
な

る
ξ
い
ふ

(曲

玉
〇
)
ヘ
ッ
ク
ル
に
、
牧
谷
税
及
補
完
財
産
税
は
、
横
利
主
体

に
て
過
渡
段
階

に
現

11
れ
、
及
随
ふ
て
分
離
す
べ
奇
牧
得
費
に
顧
慮
な
く
し
て
、

盆

的
屋

産
養

梨

課
著

い
茄

・
此
は
交
羅

に
も
當
る
・

鋤

(註

冒
=

)
ヘ
ツ

ケ
ル
に
・
牧
釜
及
交
逋
税
で
に
・
借
方

の
引
去
が
大
困
難
に
遇
ひ
、

「
部
に

]
般

に
原
則
的
に
許
す

べ
か
ら
ず

こ
い
ふ
。

(註

冒
=
じ
ス
タ
イ

ン
は
、
交
通
行
爲

の
諸
多

の
種
類
及
各
箇

の
も

の
に
於
け

左
實
隙

の
醤
利
は
非
常
に
多
様
で
、
人
が
財
政
上

の
政
益
益
法
律
上
倶

足
す

る
ご

ミ
ば
出
来
る
が
、
決
し

て
實
際
的
取
舵
を
知

ろ
心
得

抑
。
此
散
に
炎
通
税
ば
租
税
の
平
等

な
釉
掛

に
達

す
べ
か
ら

ざ
る
も
の
で
あ
る
ご

面

。

し

,ゐ

(註

ヨ
三
〕
ス
タ
4

ン
に
、
各

の
課
税
方
法
が
、
凡
べ
て
の
讐
利

拒
齎
ら
す
交
通
行
肩
の
半
分
を
課
税
す
ろ
・・
ξ
が
出
來
な

い
で
、
交
番
為
必
要

ε
す

鋤

な
揚
.合
の
み

に
現
に
る
㌧
こ
ξ
は
諮
明
鳶
待
た
ぬ
。
交
通
税
の

[
股
化
右
齎
ら
す
・
こ
こ
は
不
可
能
で
め
る
ξ
い
ふ
。

(註

一昌
四
)
シ
ヤ

ル
は
、
全
体
の
財
産
交
通
な
交
逋
税
に
て
捕
捉

す
る
こ
ミ
は

、
事
買
上
可
能
で
な

い
か
ら

、
此
が
財
産
交
誼

の
各
方
向

の

}
方
的
員

鋤

謄
、
、特
に
容
易

に
描
促
す
べ
春
不
動
産
交
通
の

一
方
的
員
憺

な
生
チ

る
こ
.ピ
㌔
な
ろ
ミ
い
ふ
。

」

29)
30)

謳1)

a.0.1S.246-7.Roヨcllar,a.a、0.II.S.125.Eheberg,臼..a.0.S.294.
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(蝕
三
五
)註

=
O

、
ウ
ン
プ

エ
ン
バ
ツ

ハ
、

コ
ツ
サ
、
ラ
ウ
畠
照
。
術
ほ
、

ロ
ツ
シ
ア
ー
に
、
交
通
硯
の
不
公
事
の

[
ミ
し
て
、
第

二
第
三

の
手
な

.

.脛

ゐ
買
手
々
、
第
.
}
手
の
ぶ
り
も

[
履
重
く
員
櫓
ぜ
し
む

ろ
傾
め

み
こ
ε
々
擧
げ

、
ペ
ル
ナ
ー
も
、

「
物

の
第

「
の
買
手
に
第
二
第
三
の
貿
手
よ

跼

り
.も
軽
く
税
な
給
付
す
ε
い
ふ
。

(註

一昌
六
)
ロ
ソ
シ
ア
ー
に
、

「
の
不
公
準
に
昏
交

通
税
が
其
動
的
交
通
な
以
て

、
田
舎
よ
り
も
都
市
存

一
麟
重

く
頁
撫

冠
し
む

ろ
丸
ピ
、
文
化
の
遅

れ
た
δ
地
方
よ
り
も
、
文
化

の
進
め
ろ
地
方
な

】
瞬
重
く
頁
搭

ぜ
し

む
る
傾

を
も

つ
こ

ε
で
あ

石
ざ
い
ひ
、
シ
ヤ

ル
し

、
此
概
が
獲
達
し
た
る
交

・

通

ε
動

産
化
し
た

る
財
産

ε
旭
有
す
ろ
都
會
人
民
に
・
分
業
生
活

に
入
ら
ざ
ろ
農
民
的
自
給
経
済

か
も

つ
田
舎
瓜
り
も

一
層
重
く
頁
撤
ぜ
し
む
ミ

い
ひ
、
ペ
ル
ナ
ー
も
、
此
程

に
て
活
罎
な
ろ
{父
通
な
有
す

る
都
市
11
田
會
よ
吐
も

冒
暦
多
く
課
ら
ぜ
れ
、
高
き
文
明
地
方
は
低
き
其
よ
り

も

一
膳

強
く
課
葺

逢

い
學

、

幽

差
毛

ン
グ
ナ
ー
に
反
射
の
見
方
な
爲
す
。
曰
く
、
課
税
の
歴
史
的
聾
達

に
よ
れ
ば
及
収
益
撹
体
系
の
物
税
に
於
け

ろ
其

の
新
し
毒
殺
達

に
エ
れ
ば

不
動
産

は
左
な
く
ε
も
既

に
動
産
、
管
渠
利
益
、
勢
働
歌
読
等
よ
り
も

一
思
重
く
繰
ぜ
ら
れ
、
.而
し
て
其
攻
釜

に
事
賃
上
既
存

の
視
よ
り
も

】
層

容
易
に
捕
捉
ゼ
ら
れ
た
。
斯
く
て
本
来
ば
全
く
正
賞
な
る
交
逋
税

に
よ
つ
て
、
全
収
益
税
が
唯

一
府

下
苧
等
こ
ぜ
ら
れ
た
。
特

に
同
時

に
國
醗
及

地

方
税
な
櫓
ふ
所
の
田
舎
の
土
地
に
實

に
往

々
ド
し
て
過
重
資
搬

ε
な
り
、
.都
市
は
動
的
資
本

、
.瞥
業
、
自
由
職
業

の
主
た

る
場
腱
こ
し
て
少
く

鋤

ミ
あ
相
野
的
に
有
利
ε
ぜ
ら
れ
た
ミ
。

(註

一昌
七
)
プ
ア
イ
フ
ア
ー
に
、
二
三
の
螢

業
、
特
N
商
業
に
て
に
、
多

く
の
交
書
上
の
交
通
、
手
形
、
約
束
書

、
受
取
書
及
類
似

の
%
の
が
必
要

、㌔

な

る
の
に
、
他

の
恐
ら
く
ば
重
要

に
し
て
利
益
め
る
企
業

、
特

に
例

之
工
場

に
て
に
、
往

々
に
し
て
全
く
斯
か
る
行
爲
舟
行
に
で
叉
ぱ

一
層
少
ぐ

鋤

.

行
ふ
ご
ε
ピ
な

ろ
ε
い
ふ
o

(註
竃
八
)
エ
ー
ベ
ル
ビ
に
、
此

に
よ
吐
て
投
機
隆

盛
の
時
代

に
は
、
人
が
恰
も
最
多
く

の
利
得
を
な
し
た
人
、
即
ち
建
築
用
地
及
新
建
物

々
喪
卸
す

鋤

ろ
者
為
課
ぜ
ず

♂
.い
ふ
9

,

(融
雪
「九
)
ベ
ル
ナ
ー
ば
、
此

に
於
て
員
携

が
国

民
経
済

の
低
下
時
代

ド
、
上
進
時
代
よ
q
も
異
常

に
重
く
な

ろ
こ
い
ひ
、

シ
ヤ

〃
も

、
此
税

に
好
況

時
に
も
不
況
時
に
麦

轡

型

の
重
さ
嶺

{

い
鋤
・

論

叢

交
逋
税
の
捕
捉
す

べ
春
給
付
龍
力

第
十
五
巻

(第

二
號

[
七
)

一
六
七

32)
35)
34)
35)
36)
37)

Hecke!,ZurLe.hrevondenVerkehrste皿ern.S.3「 ・

Stein,a.a,O.II.一II.S,2r2.

Stein,ebenda,

Schall,Verkehrs=rmdErbschaftsstenern.S.908.

Roscher,a.a.0.工1.S,126.Berner,乱 、a、0.S・39・

Verkehr5=andEt.bscha〔 しsstcuern.s.Rqscher,a.a・0、エ1・5.126・Schall,

a,a.0,S,39,708,Berner,

翫

,



'

論

叢

交
湿
稔
の
捕
捉
す
ぺ
吾
給
付
能
力

,

第
十
五
巻

(第

二
號

一
入
)

}
六
八

(註
四
σ
)
ゑ

イ

任

、
「蓋

税
の
齎
ら
碁

利
懸

も
瞥
利
馨

種

・
な
形
に
て
既

に
出
来
う
だ
け
嬉

に
計
讐

ら
れ
・
課
婁

ら

う
る
・
交

通
税
は
各

の
僖
利
の
爲
め
に
二
重
課
税
で
あ
る
己
い
ひ
、
ラ
ゥ
も
、
所
得
が
既

に
面
接
税

に
て
愈

々
完
全
に
聖
ら
る
れ
ば
取
ら
う
ろ
ほ
ご
、
印
紙

税
で
画
家
椹
力
よ
り
租
醗
動
機

ε
し
て
選
ま
み
べ
音
で
な

い
ミ
い
ひ
,

シ
ヤ
ル
も
、
人
が
交
通
税
の
本
質
々
專
ら
各
簡

の
瞥
利
行
爲
の
利
得

の
課

醤

置
く
な
ら
ば
、
既
に
各
箇

の
馨
利
行
爲
,
笥

集
成
し
た

ろ
租
鑑

務
者

の
縄
濟
過
程

の
盃
成
果
叢

蓑

所
得
税

轟

達
し
た

る
禮
系

に
て

捕

捉
ぜ
ら
る
み
ミ

に
、
此
体

に
交
漉
暁
の
爲
め
に
儀
地
が
存
じ
な

い
?
つ
で
あ

を

い
ひ
、
プ
ア
イ
フ
ァ
ー
も
、
登
錐
税
に
昏
箇

人
の
租
税
能

力
々
課
し
な

い
で
地
組

所
得

脱
に
よ
り
既

に
高
く
課
ぜ
ら
れ
た
も
の
々
主
ε
し
て
課
す

る
。
叉
取
引
税
な
大
商
人
銀
行
等
が
櫓
ふ
ε
き
に
・
此
等

の
者
に
凡
べ
て
誉
業
税
及
所
得
覆
に
て
国
庫

に
納
税
↓
て
居
ろ
。
何
故

ド
彼
等
が
今
夏
ら
其
の
行
ふ
所
の
取
引
而
も
唯
二
三
の
偶

々
行
ふ
取
引
の

鋤

爲
に
課
醗

ぜ
ら
れ
な
く
て
に
な
ら

沁
の
か
ε
い
ふ
。

(馳
一四

一
V
ニ
ソ
チ
に
、
登
鍮
ピ
印
紙
船
脚
建
に
-
此
等
が
明
瞭
で
な

い
威
で

に
屡

々
同

一
行
爲

な
三
鷹
捕

捉
す

る
こ
ε
に
な

る
ざ
い
ひ
、
ベ
ル
、ナ
ー
に

.

生
存
者
間

の
交
颯
の
頁
撤
に
必
然
相
続

醗
に
て
補
完
さ
れ
な
く
て
一・
な
ら
ね
。
併

し
然
ろ
ε
き
に
。
多
く
の
場
合
二
重
課
税
が
現

11
み
ろ
・
生
存

の

著
聞
の
交
魎

に
て
税
の
課
ぜ
ら

ろ
る
度
数

の
異

ろ
財

産
が
泄
例
文
相
続

に
現
11

ろ
る
こ
ε
ご
な
ろ
こ
い
溺
。

(駐
四
二
)
呈

シ
ア
ー
に
、
主
な
く
ξ

凡

、～
て
精
密
に
分
級

ぜ
ざ
る
交

通
税
は
、
大

醤
萎

よ
り
も
徳

業
者
な

　
.履
多
く
屡
迫

吝

い
ひ
・
.ベ

ル
ナ
ー
も
、
大
量
に
て
安
音
便

に
て
買

ふ
所
の
大
瞥
業
者
に
小
な

ろ
転

の
に
謝
し
有
利
な

リ
ミ
い
ふ
(以
上
、
比
例
率

の
非
難
)。

フ
ォ
ツ
ケ
に
更

ら
に
此
税

に
て
1工
物
禮

の
便
値
に
顧
慮

な
く
、
小
な

る
同
額
税
に
て
叉
ば
多
少
驍
将
の
出
来
る
憐
で
ぱ
非
常

に
緩

か
な
方
法

に
て
上
る
所
の
奪
に

て
貢
調

ぜ
し
む
ろ
.
、
芝
で
満
足
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

此
際
如
何
な

ろ

方
面

よ
り
し
て
も
平
等
叉
に
均
等
ε
い
ふ
ミ

が

い
ひ
得
な

い

蝿

ピ
い
ふ
(確
定
森
下及
階
級
牽
の
非
難
)。

斯

の
如

く
此
税

を
給
付

能
力

よ
り
説

明
す

る
も
種

々
な

る
故

障

が
あ
る

の
で
、
能

力
ポ
リ

し
て
の
此
視

の
説
明

の
開
祀

ざ
も

い
は

る
る

ス
タ

イ

ソ
か
後

に
重

て
自

説

を
撤

回
し

だ
の
も

強
ち
無
理

な
し

ピ
せ

澱
〔註
四
三
)。

(註
四
一邑
.ス
タ
イ
ン
に
、
共
著
財
政
學
に
於
て
、
第
一
版
で
は
爽
逋
税
即
ち
間
接
所
得
税
な
或
種
の
資
本
移
韓
な
媒
介
穿
る
各
箇
の
行
爲
よ
り
課
ぜ

38)
40)
41)
42)

43)
44)

Wagner,a.a.0.S・553-4・39>Pfeiffei・,a,a.0.S,338.
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undErbschaftsstenern.S.704,Pfeiffer,a、a,0,S.336,338.

Nittt,2)rincipesdesciencedesfinances.p.50q,Berner,a,a,O.5.38-g.

Roscher,a.a・0,11.S・ 」26・Berner,a・a.O.S・39,Vocke,a.a.0.S.105.

盛
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ら

ろ
る
税

こ
し
、
そ
し
て
此
際
・
其
資
本
叉
は
櫨
利
霧

鰯
が

一
方
叉
ば
他
方
よ
初
買
隙
の
蝕
剰
便
値
の
得

ら
ろ
ゐ
、
ミ

な
し

に
に
想
像

す
ゑ

得

の
。
此
餓
剰
頂
値
が
欄
立
の
糺
牧
釜
で
、
此
が
最
早
生
産

に
基

か
す

、
輩

に
資
本
の
移
韓

に
基

き
.
此
移
韓
の
行
爲
に
よ
り
媒
介
ぜ
ら
う
る
も

の
で
あ
ろ
。
此

に
存
す
る
利
得

が
交
通
冊
Wの
税
源
で
め

ろ
こ
い
ふ
た
。第

二
版
で

ば
醤
和
親
が
既
に
企
業
の
凡
べ
て
の
産
物
々
其
攻
盆

に
從

っ
て
課

税
し
て
居

る
が
、
此
に
よ
り
て
不
課
税
ざ
な

み
も

の
の
み
が
租
挽
物
礎

ε
な
り
得

る
。
其
ば
當
該
企
業

の
生
産
の
性

質
に
よ
り
興

へ
ら
れ
ず

・併
し

狙
立

に
此
等

の
も
の
の
傍

に
立

つ
も
の
ε
見
倣
さ
れ
な
く
て
一■
な
ら

ね
所
の
、
そ
し
て
規
則
正
し
き
螢
利
の
傍
に
濁
立

の
純
牧
益
炬
供
す

ろ
所
の

噛

凌
通
行
爲
で
あ

ろ
。
此
が
併
し
唯
便
値
交
通
の
現
は
う
ろ
場
合
の
み
で
、
即
ち
具
膣
的
慣

鷹
が
洗

鯉
に
置
か
れ
此

に
て
利
得
の
爲
さ
う
ろ
場
合
の

み
で
あ

ろ
。
此
よ
り
し
て
交

通
撹
は
其
物
禮

ミ
し
て
惟
た
廣
義
の
債
値
攻
得

の
み
な
有
し
得
ろ
三

・
、
此
が
税
源

は
常
に
各
の
偵
値
取
引

に
存
在

ゼ
ざ
る
べ
か
ら
ざ

る
便
値
利
得
な

ろ
こ
ご
が
生
す

ご
い
ふ
。
第
三
版
で
ば
交
通
税
の
説
明
が
取
去
ら
れ
、
第
四
版
で
ば
夫

の
理
由
説
明
々
止

め
覧

¶血
税
ん
合
理
的
に
醗
明
す
ろ
こ
ご
11
不
可
能
で
め
ろ
。
此
種
に
學
問

に
よ
り
説
明
で
る
能
1{
す
、
併
し
唯
画
家
の
必
要
よ
り
説

明
す
る
な
得

ご
い

ひ
、
第
五
版
も
全
艦
上
第
四
版
に
基

春
、
交
漁
税
の

　
定
種
の
み
が
、
利
得
、
凡
ぺ
て
の
労
働
な
し
の
瞥
利

ε
し
て
.
響
利
税
の
傍

に
辮

護
ゼ
ら

の

ろ
」

↓
観
察
貼
あ
り
ε
い
ふ
。
其
は

つ
ま
り
不
労

利
得
税
に
當
り
、
他
の
交
通
税
ば
存
立
理
由
な
き
こ
ピ
に
な

准
。

ラニ

給

付

能

力

よ

b

の

説

明

勝

て
交

通

税

の

捕

捉

す

べ
き

給

付

能

力

、
.

(

ヘ
ノ

ジ

A
給
付
能
力
の
存
在
一

い

一
.般
に
い
ふ
て
此
交
通
税
の
課
せ
ら

う
る
場
合
に
成
増
償
が
あ
る
。
其
の
大

さ
を

、
(

(

明
確

に
指

示
す

る

こ
ε
は
出
來

沁
が
(註
四
四
}
、
.存
在
す

る
こ
ざ
だ
け
は
確

か
で
あ
る
。
其
人

さ
.を
明
確

に

い

へ
な

い
だ

廿
に
て
此
税

を
高

い
も
の

ε
す

る
こ
ご
は
出

来

源
が
、
軽

け
れ
ば
許
す

べ
し

ご
思

ふ
。
之

に
よ
り
て
其
峡

黙

ラ
　

を
緩

む

る
こ
ε
に
な

る
〔註
四
五
)
。
・ろ
各
箇

の
場

合

に

つ
い
て

い
ふ
も
、
先

づ
家
庭

事
件

の
委
任
状

に
給
付
能

力
あ

(

り
ゃ
な

し
ゃ
は
⊥
ハ
つ
か

し
い
場
合

で
あ

る
が

」
此

ε
て

も
其
委
任
事

項

の
解
決
如
何

に
よ
り
其

家
庭

の
瓶
態

が
改

め
ら
れ
一
其

に
ポ

、
5
結

局
其
経
済

土

の
利
益

も
伸

ば

さ
る

る
か
ら
其

れ
だ
け

に
て
給
付
能

力
に
蹴
係

め
り
ざ

い
ふ

い

　
　

レ

リ

　
　

　

ロ

コ

い

　

論

叢

交
通
税

の
繍
}促
す
.へ
を
・給
付
能
力

第

十
五
巻

(第

二
號

一
九
)

=
八
九

45♪Stein,a,a.O.工1-II.S,2=a.ff,Wa.一ner,a.a.O・

vondenVerkehrsteuern、S,9一II.

S,548-q,Heckel,Lehre一



臨

論

叢

交
通
税
の
捕
捉
す
.へ
音
給
付
能
ヵ

・

,

第
十
王
春

(第
二
號

二
〇
)

一
七
Q

こ
ε
に
な
b
、
其

に
重

き
課
税

は
堪

へ
ら
れ

ぬ
か
知

ら

澱
が
、
輕
,い
も
の
な

ら
堪

ゆ

る
だ
け
の
ガ
は

め
り

ご

い
ひ

得

る
。
醤

師
辯

護
士

の
資
格

を
得

π
場
合

に
は
其

に
よ

b
得
ら

る
る
能
力

の
大
小

は

い

へ
な

い
け
れ

こ
も
、
其
人
、

に
能

力
が
生
じ
た

こ
ε
は
確
で

あ
る
。
其

れ
だ
け

に
て
課
税
す

る
の
で
あ
り

、
莫

大
小

の
明
示

し
難

き
だ
け

に
此

も
可
な
り

輕
く
課
す

る
こ
ε
に
な

る
。

文
責
買
貸

借
等

に
於

て
其

負
澹
が
弱
者

に
締

し
、
困
却

し
た

る
責
手

、
借

手

に
締
す

る
場
合

の
如

き
、
實

に
氣

の
毒
で

、
損

失

の
場
合
無
利
得
無
壇
贋

の
場

合

に
課
税

さ

る
る
や
う
で
あ

る

が
、
併

し
良
く
考

ふ
れ
ば

凡

ぺ
て
費
買

ε

い
ひ
貸
債

こ

い
ひ
其
が
常

事
者

双
方

に
何
等

か
の
利
得

叉
は
増
慣
な

く

し
て
は
行

は
れ

澱
(証
四
六
)
。
夫

の
困

っ
て
居

る
ε

い
ふ

責
手
も
借
手

も
、
此

萱
買
貸
借
を
行

は
な
け
れ
ば
之
を
行

っ
た

ε
き
よ
b
も

一
層
困

っ
た
筈

で
、
之
を
行

ふ
に
よ

り
て

一
層
利
得
し

て
居

る
。
之

に
よ
り
假
令
積
極
的

に
或

利
得
を
爲

さ
な

か

っ
だ
ε
し

て
も
、
消
極
的

に
或
損
失

を
避
く

る
を
得

て
居

る
。
甚

だ

け
に
て
利
得

し
其
れ
だ

け

に
於

て
給
付
能
力

が
あ
る
。
此

場
合

に
も
其

利
得

の
大

さ
は
明
確

に
は
現
は

し
得

な

い
が
、
兎
も
角

利
.得
は
あ

る
。

で
あ

る
か
ら
此

視

が
蜜
手

に
か
か

っ
て
も
買
手

に
課

せ

ら
れ

て
も
、
貸
手

に
行

か
う
が
借
手

に
行

か
う
が
、
何
慮

に
往

っ
て
も
給
付

能
力

を
捕

へ
る
ε
見

る
。

唯
併

し
困

っ
た
地
位

に
め

る
者
を
課
す

る
こ
ε
の
あ
り
得

る
こ
だ
を

顧
慮
し

て
、
矢

張
b
重
く
課

し
て
な

ら
ぬ
ε

い
ふ
こ
ε

に
は
な

る
。

、

(駐
四
四
)
註

一
九
、
二
三
滲
照
。

(慌

孟
語

多
の
學
者
之
々
注
意
す
。
例
之
、
シ
ヤ
ル
髭

が
馨

利
得
税
相
続
駿

税
の
如
く
、
器

、
利
得
、
亙
に
蓋

の
財
産
増
便
の
高
さ

凱



O

"

薯

慮
す
る
ミ

の
出
来
な
い
だ
け
で
に
、
此
が
唯
だ
緩
か
な
脱
牽
髪

の
宗

醤

劃
す
義

鵤
蓬

け
ら
ゐ
み
か
響

い
ひ
、
〒

・
も
此

研
馬

↑

B

鰯

㎝

税
が
残
酷

差

ら
ね
爲

め
柱

緩

か
に
軽

ら
れ
蕉
く
て
は
な
ら

ぬ
ε
い
ひ
、
窄

ナ
ー
も

、
此

に
存

す
庖
不
牛
等
な
弱
む
ろ
爲
め

に
税
が
軽
く

塾

隙

課
・
・
れ
・
毛

…

潔

ひ
…

‡

・
・
金
鶏

交
霧

蟻

呈

當
藩

・
叢

へ
・
適
募

方
法
・
垂

　

毛

・
恐

貿

臨

奮

ひ
牽

・
↑

・
、
毳

々
響

ε
・
ろ
・
め
に
二
の
牌

た
・
す
る
.
繋

が
極
め
て
・
か
な
ゐ
.、
・、及
・
為
業

す
る
。
め
に
義

畿

繭

務
誉

課
す

ろ
形
式
に
つ
き
用

心
深
く
す

み
こ
ε
で
あ
る
ミ
い
ひ
、

蔓

荏

、'
此
醗
の
度
合

に
輕
え

要

著

し
、
ラ
ウ
は
印
紙
手
段
料

の
課
.

島
-
。
α

南

　

一

　

し
、
↑

・
ル
・
に
不
動
産
交
湿
醗
の
低
き
、・・、・
す
す
挙

鱗

…

(註
四
さ

^
・
ケ
ル
が
各
の
交
換
行
律

・
樫
潴
的
成
果
各

財
産
塑

の
利
難

得
を

・す
・
も
の
蕊

ひ
、
交
換
量

り
藁

座
擁
上
の
利
益

愚

難

炬
得
ん
.、
す

る
、
品

ち
、
・
り
少
音
・

の
物
な

一
瞬
・
用
す
・
諺

に
撃

ん
ん
.、
す
る
.
、
.、
併
し
直

ち
に
絶
対
的
な

ろ
。
聖

獲

す
。
屠
、増

歯

加

慣

た
獅
脚ら
さ

ざ

ろ
こ

と
の
灘
vが
基

礎

ざ
な

ろ
ε

い
ふ

の
は
至
當

で

あ

る
。

㎝
β
嵜

階

誌

ラ

ラ

B
補
完
税
的
性
質
の
r認
定
一

い
北
枕
は
既

に
直
接
税
や
清
費
視
の
存
す

る
以
上
は
重
複
課
税
の
如
く
に
も
見

.
鵬

港

㎝

く

ぐ

　

が
、
・
・
　

、
實
髭

替

・
清

亮
で
あ
り
、
彼
湛
て
漏
る
一

あ
る
暫

も
の
を
捕
捉
し
や

.
醐
耀

う
ε

い
ふ
の
で
め
る
。
多

少
重
複
す

る
所

は
あ

っ
て
も

、
其
輕
卒
,な

る
こ

`
に
よ

り
て
恕
す

る
を
得

る
。

勿
論
補

蠕

烹

窺

で
あ
る
か
塞

窺

要

る
の
幕

鎮

く
・
碧

し
て
藷

売
繋

・
有
権

・
詳
し
畜

へ
ば
、
直
接

珊

翻

に
所
得
視
蓋

の
直
麓

の
補
完
た
る
こ
モ

・
其
翻
完
税
の

一
芸

支
塁

鏑

窺

・
補
完
`
}

防
雨

驚鴨

&
s
L
6

接
に
直
耗

の
補
完
　

る
ε
・
ふ
・、
ご
あ

二
方
面
が
あ
り
、
前
者
に
は
更
、
に
、
規
則
正
し
き
所
得
、
牧
盆

馳

難

特
に
商
業
者
利
殖
者
の
所
得
〔註
四
七
)
に
し
て
所
得
税
等
よ
り
漏

る
Σ
も
の
を
捕
捉
す
る
の
ε
、
各
簡
約

一
時
的
所

説
m
翫
ヨ
m

の

り

得

で
所
得
税
等

に
て
捕

捉
す

べ
か
ら

ざ

る
も

の
を
捕
捉

す
.る
こ
ビ
ビ

が
あ

る
(註
西
入
)
。

4

4

論

叢

交
通
税
の
捕

捉
す
ぺ
音
給
付
能
力

,

第
+
五
巻

ハ第

二
號

二

一
)

一
七

一

且



論

叢

交
通
税

の
捕
捉
す
ぺ
蓋

給
付
能
力

第

十
五
巻

(第

二
號

二
二
)

一
七
二

(健
四
冊

)
フ
グ
ナ
ー
に
利
殖
者
銀
行
家
商
人
及
類
似

の
階
級

の
所
得
課
碗
、
並

に
貸
付
利
子
及
凡
べ
て
の
商
業

の
攻
釜
課
税
が
通
例
要
當
で
な

い
乏

い
溺
。

ラ

(駐
四
八
)e
漠
然
、
霧

の
補
完
妥

・
べ
し
手

・
あ

一

例
之
、
・
ζ

ア
占

、
鑑

程

蓋

の
租
税
繁

の
踏

象

少
補
穿

る

・
特
轟

婁

泉

如
と

・
ふ
.
充

雫

も
、
蓋

聾

一

壷

除
上
・
其
勢

霧

の
蔭

葎
充
穿

こ
§

な
ろ
㍉

ふ
　

し
て

見
れ
髭

に
驕
す
る
が
如
斗
・も
、
別
の
威
よ
り
見
れ
鴇

の
威

す
う
が
如
し
(註
五
二
謬
熊
)
・

(
(

ラB
直

接

税

の
補
完

ε

い
ふ
も

の

(

)勉

般
芝

姦

む
る
も
の
一

・ヲ

チ
に
、
印
紙
及
登
籠

経

接
馨

補
完
し
・
糞

遇
う
る
所
書

の
其
部
分
蒲

促
す
ろ
こ
灌

思

立
言

い
ひ
、
.
L

も
、
套
麗

墨

壷

活
に
馨

・
多
様
な
・
形
に
現
ば
る
暑

個
の
騎

行
爲
繰

ゼ
ら
碧

・
此
樺

瞥
利
選

補

完
覆

ま

て
得

・
、、い
ひ
、
^
・
ケ
ル
も
、
交
通
繋

螢
租
税
の
粥
三
曹

し
て
牧
鍵

所
得
馨

鉄
筆

充
穿

・
票

二
重
観

応

て
。
響

第

一
髭

租
税
形
式
が
難

曲
給
付
能
力
の
要

の窪

奮

獲

空

瞬

区

可
聾

期
待
』

第
二
旨

交
灘

叢

餐

其

税
に
て
播

ほ
存
芋

、
所
得
に
在

畢

存
薯

・
端

の
元
素
、
響

饗

書

て
唯
過
離

階
に
あ
っ
養

方
部
・・し
て
第
三
者
に
締
す

、
灘

離

す
.、爲
す
。
・
。
。
も
、牧
霧

國
で
に
人
が
鍵

な
義

難

以
来

動
産
移
榑
難

維
持
し
、棊

直
接
馨

不
完
書

癖

護

さ
れ
た

こ
い
び
、
ロ
ァ
イ
ヤ
ー
が
交
通

税
が
倒
期
的
に
繰
返
さ
る
ろ
螢
利
税

の
追
加
税
ピ
し
て
微

牧
さ
ろ
べ
し

ピ
い
ふ
も
同
趣
旨
で
あ
る
。
ヲ
グ
ナ

」
1エ
、
租
税
禮
系
に
於
げ

る
峡
照
を
二
こ
し
、第

一
は
職
業
的
醤
利
が
其
租
税
法
律

に
て
定
め
ら
れ
た
ろ
硫
に
よ
り
事
食
上

+
分
に
課

税
さ
れ
ざ
る

場
合
で
、吾
人
11
所
得
税
に
て
し
牧
益
税
に
て
も
此
課
税
が
十
分
行
に
れ
ざ
る
こ
ご
な
見
六
。
衆

に
は
職
業
的
醤
利

の
外

に
、昏
筒
の
行
爲
に
よ
ろ
.

篇

に
現
賃

、
菩

に
前
審

繋

原
則
上
・
・
全
く
干
誓

言

の
で
あ
き

し
奏

通
税
髭

二
の
も
の
需

{麦

繍

充
{

い
制

う

め

伍
特

に

一
時
的
螢
利

の
課
税

に
工
り
直
接
税
た
補
充
す

ろ
ご
ざ
な
認
む

ゐ
あ
の
一

例

之
フ
リ
ー
ド
ベ
ル
ビ
の
如
ぴ
。

シ
ェ
フ
レ
ー
も
此

に
重

春

食

く
。
曰
く
、
撰

窪

補
正
的

協

く
。
.柴

羅

馨

麗

す

・
覆

難

捕
捉
し
て
で
め

・
・
凡

べ
て
の
臨

宣

つ
不
規
要

る

牧
人
(相
続
、
溝

、
射
倖
利
得
、
賢

等
)
に

霰

に
肇

に
且

つ
規
則
正
し
く
捕
捉
す
う
た
得

ぬ
。
直
接
税

に
重

く
徴

警

ら
れ
吏

吐

に

き

封

し
て

【
定

の
間
接
税
が
其
爲
め
に
定
め
ら

る
登

48)
49)
50)

5エ)

52)

Wagner,a.a.0,S,557,一
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ラc
直
接
税
及
沿
豊
麗

の
補
完

ε
f
う
も
の
一

例
之
、

〒

ベ
ル
・
11
、
此
税
が
各
箇

に
て
多
く
に
唯
だ
他

の
視
時
に
攻
釜
種

併
し
叉

一
般

所

(得

規
の
補
完

ご
し
て

の
み
見
ら

る
差

得

ろ
。
そ
し
て
此

に
験
す
ろ
凌
通
過
程
に
於
け

ろ
財
産
が
轡
別
心
供
す

う
だ
け

に
て
は
此
が
特
別
響
別
種

足
し
て
働
者
、
此
が
享
樂
及
消
費

に
用
立

つ
だ
け
で
に
消
費
税

ε
し
て
働
く

ミ
い
ひ
・

シ
ヤ
ル
も
亦
同
様

の
こ
ε
た
い
ひ
、
更
に
些

手

係

(螢

利
推
及
湘
費
税
)
に
て
交
通
税
に
租
税
艦
系
に
於
け

ろ
駅
昭
及
鋏
鮎

な
補
完
し
、
租
酷
な
、
通
例

の
螢
利
及
溝
費

税
に
よ
り
て
可
能
な
ろ
よ
り
も

一
尉
多
く

、
箇
別
的
實
隊
的

の
給
付
能
力
に
適
懸
ぜ
し
む

る
希
望
す
べ
き
方
法
々
供
す

ε
い
ふ
α

ラC

一
般
人
的
に
非
ず
し
て
特
別
的
な

る
給
付
能
力
を
捕
捉
す
る
爲
め
の
観
照
の
宥
恕
-

如
何
に
も
此
税
に
は

(
前
に
擧
げ
た
る
如
き
色
々
の
敏
.陥
を
も

つ
。
け
れ
こ
も
其
が
補
完
税
こ
し
て
特
に
軽
率
を
課
す

る
の
注
意
の
彿
は

る
、
以
上
は
、
宥
恕
す

る
を
得
る
。
前

に
い
ふ
如
く
其
の
此
に
給
付
能
力
の
存
在
だ
に
承
認
さ
る
Σ
こ
ピ
が
出
家

る
な
ら
ば
、
そ
し
て
補
完
税
ビ
し
て
の
輕
視
な
ら
ば
之
を
課
す
み
も
認
容
し
な
く
て
は
な
ら

の
。
但
し
負
憺
を
公

孕
に
す

る
矯
め
に
課
税
物
件
の
選
定
課
税
率

の
等
差
に
つ
き
出
來

る
だ
け
の
注
意
は
彿
ふ
。

,

ラ三
給
付
能
力
よ
り
の
説
明
に
於
げ

る
不
満
足
な
る
附
帯
的
説
明

(
ラ

コ

ヘ
へ
も

A
或
は
此
税
が
給
付
能
力
を
捕
捉
す

る
ご
し
て
、
其
能
力
が
理
責
的

で
な
く
て
、
孕
均
的
(註
四
九
)推
定
的
の
も

(
の
ε
い
ふ
こ
ご
が
往
々
に
し
て
い
は
る
ン
。
勿
論
交
通
税
の
中
に
も
各
箇
の
現
實
の
利
得
を
計
算
し
て
其
を
捕

へ

る
場
合
も
あ
る
が
、
其
を
別
ざ
し
、
普
通

の
登
録
税
印
紙
税
な
ざ
に
於
て
現
實
利
得
を
押

へ
ざ
る
も
の
に
就
い
て

は
、
.此

に
存
す

べ
き
も
の
を
李
均
し
て
課
税
す
る
の
で
あ
る
ご
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
其
は
適
切
で
な

い
、
直
接
税

特

に
牧
鎧
祝

な
ご
に
於
て
多
少
外
形
的
な
る
標
準
を
選
み
て
年
々
規
別
正
し
く
課
す
場
合

に

は
當

る

が

(註
五
〇
)

、
.論

叢

交
通
碗
の
捕
捉
す
べ
琶
給
付
能
力
.

第
十
五
巻

(第
二
胱

二
三
)

一
七
三

53)Ehebel.9,a.a.0.S、289 ,323,Schal】,Vじrkell1・s・andErbscbaftsteuern,S、706

、

麟.
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交
逋
税
の
捕
捉
す
べ
き
給
付
能
力

笛
〃十
五
巻

(第
二
號

二
四
)

一
七
四

交

通
視

の
妬

き
各

箇

の
機
會

に
課
す

る
も

の
に
て
は

、
斯

か
る
孕

均
的

の
力

に
よ

つ
だ
ε

い
.ふ
の
は

適

切
で

な

い
。
輩

に
書
簡

の
場
合

の
給
付

能
力

の
存
在

、
其

大
禮

の
大

さ
を
推

定

し
だ

ε

い
ひ
得

る
の
み
で
あ
る
、
推

定

ε

い
ふ
ご

ε
は

い
～
る
が
(註
五
一
)、
年
増

ε
ま
で

い
ふ

ご
ε
は

い
ひ
過
ぎ

で
あ

る
。

へ註
四
九
)
ヘ
ソ
ケ

ル
に
、
者
箇

の
交
漉
行
爲
の
近
接
的
測
定
が
租
婁

街
上
に

唯
表
現
す
ろ
所
の
、
叉
に
併
し
蓋
然
且
つ
平
均
的
に
假
寇

す
.へ
き

給
付

の
み
恥
捕

捉
し
得

ろ
。
交
通
税
及
液
益
税

に
於
て
實
際
敬

の
代
り
に
単
均
の
代
冷

こ
い
ふ
共
通
の
事
項
が
あ

み
ε
い
ひ
、
他

の
威
に
て
、
交

組
硯
に
表
現
す
ろ
所
の
叉

ば
少
く

こ
し

蓋
然
且

つ
平
均

ε
し
て
假
寇
す
べ
き
縄
済
上
の
貢
献
力

な
租
税
技
術
上
捕
捉
す
べ
き
無
力
及
任
務

心
も
つ

敢
益
税
及
交
通
観
で
は
主

試
し
て
可
能

・
蓋
然

-
李
均
の
確
知

に
つ
き

、
叉

は
此
唯
左

舷
的
且
つ
摸
型

的
に
確
定
す
べ
者
協
力

元
素
為
租
税
技

術
上
評
定
す
べ
き
賦
課
の
感
力

F
つ
音
爲
す
べ
匙
で
あ
る
暗
い
ふ
。

ホ
ソ
〃
も
、
喪
買
の
場
合
の
利
得

に
二
様
で
め

つ
て
、
其
の

　
は
喪
手
に
於

け

る
利
得
で
あ

る
が
、
此
方
ば
既

に
攻
紐
及
消
壷
税
ド
て
響

ら
れ

て
居
う
か
ら
問
題

に
な
ら
ぬ
。
其

二
に
買
手
の
方
に
於
け

ろ
取
得
ぜ
ん

与

、
、
ろ
利
益
で
、
此
に
瞥
利
枇
で
も
所
得
税

で
い
課
す

る
こ
ξ
が
出
来
槍
か
ら
特
別
に
課
す
ろ
二
ぜこ

な
ろ
。
此
に
各
法
律
行
衛

に
現

に
れ
、
各
の
揚

聞

合

の
特
性

に
立
入
ら
す

に
.
其
各
種
の
も
の
に

　
定

の
卒
均
的
の
額

に
て
確
定
さ
ろ
㌧
舟
橋

ぐ」
い
ふ
。.

(註
颪
O
}
ヘ
ツ
ク
ル

に
説
明
し
て
居

る
。

日
も
、

一
定
の
管
業
資
本
な
育

つ
企
業
ば
経
験
上
、

一
定

の
平
均
所
得
な
も
っ
こ
ご
が
蓋
然
で
め

ゐ
。
事

實
上
の
纒
濟
成
果
の
大
小
は
確
か
な
威

に
貸
借

対
照
褒
に
至
て
初
め
て
剣
断

ぜ
し
む
ろ
。

[
檬

に

一
定
の
等
級

の
土
地
に
蓋
然
的

の
所
得

な
拳
ぐ

晒

る
。
併
し
事
買
上
の
も
の
ば
市
場

に
穀

物
の
費
却

の
後

に
初
め
て
確
知
ぜ
ら

る
」
ε
。
平
均
的

こ
い
ふ
に

つ
ま
り
睦
意
味
で
あ

る
。

も

も

(註
五

一
)
〒

ジ
ー・
・
交
題
視

に
其
出
現
よ
り
し
て
立
法
者
が
牧
蓑

所
得
の
獲
黛

推
定
す
ろ
所
の
瞥
利
生
活

に
現
は
る
義

群
行
爲
に
課
す

ピ

も

し

炉
ひ
、

(
ッ
魔

も
、
敢
嚢

交
通
税
原
則
が

雇

的
璽

、
所
得
成
形
の
爲

め
に
或
生
産
方
便
の
推
定
的
成
果
`
り
出
獲
{

い
ひ
、

。
グ
。

　

セ

¶
も
。
補

完
的
に
交
通
税
に
よ
り
て
・
各
箇

の
法
律
行
爲
叉
ば
交
蓮
行
爲
の
實
際
上
文

ば
推
定
的
の
讐
利

な
課
税
す

る
こ
ご
ば
常

に
可
な
り
粗
な

鋤

れ
こ
も

、
原
則
上
正
僧
で
、
且

つ
喪
際

上
演
當
な

ろ
手
練

で
あ
り
、
随
ふ
て
財
政

々
策
的
租
税
原
則
に
も
滴

ふ
ぐ、
い
ふ
。

ラ

マ

セ

も

ら

B
、或

は

交

通

税

に

於

け

る
交

通

を

、

結

局

、

所

得

敗

盆

に

現

は

る

べ
き

其

の

生

成

過

程

の

表

現

ε

爲

し

、

之

を

(

.54)

55)
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♂

捕

捉
す

る
こ
ご
に
よ
り
直
接
税

の
補
充

ε
し
や
う

ε

い
ふ
考

が
あ

る
(註
五
二
)。
交
逋

税
が
此

の
如

き
も

の
だ
.危
こ

竃
の
多

き
こ
ご
は
確

で
あ
ら
う

が
、
併

し
其

の
み
で

な
一
、
支
出

又
は
消
費

過
程
を
捕
捉
す

る

こ
ε
も
あ

る
こ
だ

を
見
逃

し

て
は
な
ら

鳳
(註
五
三
)
、
例
之
、
普

通
の
消

費
物

の
費
買

に
課

せ
ら

る

」
も

の

Σ
如

き
は
、
.む

し
ろ
此

れ

・に
臆

し
、
責
手

に
も
買
手

に
も
負

纏
せ
し

め
ら

る

、
も

の
に
て
其
買

手

の
負
捲
す

る
も
の

》

一
部
も
均

し
く
此

に

尉
す

る
。
更
ら

に
支
出

過
程
を
捕

捉
す

ざ
も

い

へ
す

嚴
幣

に
所
得

生
成
過
程
を
捕
捉
す

ご
も

い
ひ
難

き
も

の
が

め

る
。
.例

之
、
夫

の
急

追
の
除
b
土
地
を
萱
劃
す

る
も

の
に
課
す

る
撹

の
如

き
で
あ
る
。

尤
も
此
は
寛

か
に
解
す

れ

ば

一
の
所
得

生
成

渦
程
を
捕
捉
す

る
も

の
ε
解

し
得

る
。

(註
五
;

(
・
ケ
〃
に
・
交
通
税
な
以
て
瞥
利
税
の
一
で
、
財
産
及
所
得
成
形
に
於
げ
ろ
交
煙
の
機
能
的
効
果
な
考
繁
し
、
交
題
畑
縄
濟
的
給
付
能

力
の
生
成
に
於
げ
る
構
腐
元
蓼

・し
て
租
税
技
術
上
諭
撮
す
べ
き
も
の
と
爲
し
、
更
ド
牧
征
撃

爵

亡
し
て
、
凡
そ
沓
経
済
経
管
11
、
蕎
経
済
主

体
の
疑

す
る
生
産
及
管
制
方
便
の
相
野
的
に
難

し
た
ろ
便
誓

、
相
封
的
に
流
動
的
な
倣
響

の
共
力
に
基
き
、
前
者
嘉

挺
す
ろ
の
が
牧

益
税
で

、
此
後
者
に
於
げ
る
慣
値
成
形
の
朋
芽
的
元
素
尋
租
税
技
術

上
捕
捉
す
る
醐
が
交
通
税

こ
い
ひ
、
交
題
が
且
ハ経
済
経
管

の
.影
響

に
エ
り
て

攻
盆
の
量
領
原
則
よ
り
し

て
所
得

の
品
質
原
則

に
成
形
す

急

饗

し
め
、
攻
釜

の
黍

の
爲

め
箪

に
可
能
的
蓋
然
的
生
写
肇

、
所
得
に
存

す

ろ
積
極
的
の
草
藁
可
能
憂

事

ろ
過
渡
残

す
・
此
魁
渡
蕪

挺
す
ろ
の
が
鑑

税
で
あ

奮

い
ふ
。
・
グ
ナ
i
表

通
税
々
」
の
響
利
税

こ
し

、
、牧
益
税
に
近
く
其
傍
に
特
別
攻
益
税

む
い
ふ
布
得

ε
し
、
各
箇
の
任
意
者
々
、
彼
が
醤
利
目
的
の
矯
め
に

一
定

の
各
箇

の
行
爲
存
爲
し
、

及
此
際
推
定
的

に
、
直
接

冤
1工
間
接

・ト
我
利
得

々
爲
す
電
ぜ
に
、
併
し
叉
其
時

に
の
み
課
税
す

こ
偏
し
、
カ
イ

ヅ
ル
も
、
直
接
税
の
第

二
種
た
る

蓋

視
に
・
其
税
源
鬢

除
か
各

財
嚢

の
假
定
量

れ
ば
、
饗

的
財
の
交
通
に
天

民
駕

得
す
・
喬

の
儒
生
の
箇
別
的
た
姦

人

(所
得
的
葵

青

ろ
の
撃

め
ろ
・
し
嘉

ル
ぞ

』
菱

逓
性

所
得
馨

の
兵
力
の
締
す
.へ
き
行
爲
及
暴

事
鋸

響

。
此
兵
力
鴛

め

.

に
右
の
行
嚢

巣

吾

所
得
毒

筆

る
給
付
能
力
に
關
係
が
め
乃
。
此
が
各
箇
の
あ

に
全
く
僅
少
の
例
外
覧

て
、
關
係
誉

一
に
於
て

馳
、蟹

交
霧

の
捕
學

べ
晶

晶

力

卑

五
巻

(第
二
號

二
邑

一
宝

.

鵡

■



L

齢
.

叢

交
温
視
の
捕

捉
す
.～
き
給
付
能
力

「

第
+
五
磐
、
(第
二
號

二
六
)

一
七
穴

.捕

捉
す
,へ
く
且

つ
其
自
由
な
る
方
便

に
於
「σ
ろ
増
加

か
、
叉
に
此
の
知
音
方
便
の
獲
得
の
見
込

に
於

げ
ろ
冊
巾加

か
目
的

ぐ」す

る
。
肺随
ふ
て
終
局
に

放

て
給
付
能
力
の
滑
架

期
す
ろ
。
他
部
に
ご
り
て
髪

際
方
便
の
嚢

が
あ

ろ
・
併
し
事

し
も
其
経
済

上
の
地
位

の
實
際
の
弱
め
ろ
こ
ミ
で

　
の

な

い
。
往

々
に
し
て
+
分
其
地
位

の
改
頁
な
齎

ら
し
叉
に
少
く

ξ
も
之

を
期
す
ろ
所
で
あ

ろ
"」
い
や

〔註
吾

)茜

参

照
薔

・
・
;

ク
・
-
釜

税
長

崎

籍

年

渉
・
・
或
賃

舞

r
・
或
挿

利
最

括

響

干
渉
ご

い
㌔

q
残
塁

通
視
が
所
得
生
成
過
隻

は
特
利
方
面
を
捕
捉
す
を

し
て
・
壁

こ

て
此
が
罫

駅

瞥
利
な
き
、

(
こ
ご
が
あ

っ
て
も
關
…は

粗
。
其

は
牧
盗

視
な

ご
に
て

も
あ

る
こ
ε
で

同
様

に

恕

す

べ

き

こ
ε

》
い
ふ
説

が
あ

る

蓋

五
四
)
。
け

れ
こ
も
上

に

い
ふ
如

く
瞥

利
の
蓬

ぜ
ら

れ
ざ

り
し
が
如
く
見

ゆ
る
場

合

に
も

、
或
利
得

あ
り

ご
い
ひ

得

べ
き
も
の
が
あ

る
か
ら

、
斯
く
説
明
す

る
の
は
無

用

で
め

る
。

(註
五
四
)
ボ
ル
グ
ト
に
、
給
付
能
力
の
期
ぜ
ら
ゐ
㌦
壇
加
が
往
々
に
し
て
達
ぜ
ら
れ
な
い
こ
ご
に
い
原
則
上
北
に
反
封
し
な
い
。
何
ミ
な
れ
ば
特
別

な
る
税
(牧
益
税
)に
よ
り
捕
捉
ゼ
ら
ろ
」
所
得
獲
得
の
道
程
に
て
も
が
・
瞥
利
勢
働
の
私
経
済
的
目
的
が
必
ず
し
も
遙
ぜ
ら
れ
な
い
。
而
も
爲
め

髭

羅

歪

め
ら
ろ
一

三

は
な
逸

か
、り
夢

醐
・

.
ー

う

い
う
も
も
や
あ

あ

D
或

は
交

通
税
が
む

し
ろ
富

者
階

級

の
負
推

ε
な

る
に
於
て
、
直
接

椀

に
於
け
る
累
進

の
不
十

分
を
補
償
す

ε

(
し
(註
五
五
V、
或
は
重
き

消

費
税
を

補
償

し
(註
五
六
)
、

或
は
更

ら

に

有
基

即

ち

財
産

的
所
得

の
重
課

を

爲
し
得

〔駐
五
七
)
ε
も

い
は
る

㌧
が
、
其

が
時

ε
し
て
窮
迫

し

た
る
瞥
利
者

を
課

し
、
必
要

な

る
支

出

の
課
税

ε
も
な

る
こ

い
ふ
に
於

て
、
斯
く

一
概

に

い
ふ
こ
ビ
は
過
言

で
あ

る
。

(駐
置
置
)
エ
ー
ペ
ル
ビ
に
、
所
得
税
及
特
に
歌
登
税
の
今
日
の
形
に
於
け
る
も
の
㍉
累
進
の
不
十
分
に
於
て
、
交
逋
税
が
或
租
税
体
系
ド
て
此
方
面

57)
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.い

」

鋤

'

に
補

償

的

に
働

く

海
樽

こ

い
ふ
。

(註

五
六

)
=
ー

ベ
ル

ヒ
に

・
交
連

税

が
重

き
消

壷

桃
園

で

ば
慣

臓
の
大

な

且

つ
補

償

的

に
働

く

所

の
封

重

ぐ、
な

ろ
奄
得

べ
し

ぞ旨
い
ひ
、

ベ
ル
ナ
1

に

箇
人
の
讐

的
不
奪

に
於
て
財
産
階
級
が
政
治
上
優
勢
な
だ
げ
で
に
、
木
」
襲

枕
金

く
し
詮

接
税
痛

撃

ろ
傾
な
示
す
。
些

交
通

む

税

が
開
鑿

的

に
干

渉
す

ろ
心
得

、
相
槍
体

系

に
於

け

る
公

正
原

則

な
行

ば

れ
し

む

ゐ
、
芭

・
な

み
だ
得

♂
い

ふ

、

(註

五

七
と

ッ

ケ
ル
に

、
政

釜
及

交

通
税

に

、
假

令
例

外

な
し

で

ば
な

い
が

、
圭

.・こ

て
唯

だ
有
繋

所
得

.」
關

す

る
な
饗

、
い
ひ
、

コ
ン
ラ
ー

ド
に

一
定
の
財
産
税
な
音
だ
げ
で
に
・
特
に
大
財
産
が
事
置
上
鹸

噂
軽
く
課
ぜ
ら
ろ
㌧
だ
σ
で
ば
-
財
産
部
が
慰
易

に
捕
捉
ぜ
ら
れ
得

る
所
で
課

す
る

鋤

爲

め
に
、
各
の
機
雷

海
利
用
す

る
な
適
嘗

こ
ず

こ
い
ふ
。

ラ

コ

も

う

ゆ

も

や

E

或

は

此

挽

が

有

償

證

券

其

他

の

動

的

資

本

課

枇

の

機

會

を

供

し

て

、

資

本

利

子

穐

を

訣

一

所

に

、

其

代

り

ε

(

し

て

牧

盗

視

の

補

完

ご

な

る

ε

も

い

ふ

が

〔註
五
八
)
、

其

は

國

に

よ

り

當

る

が

、

國

に

よ

り

て

は

當

ら

隙

。

叉

資

本

利

子

を

交

通

税

に

て

課

す

る

の

は

、

資

本

利

子

課

税

の

通

常

な

方

法

で

も

な

い
。

(註
五
八
三

1

ベ
ル
・
は
、
特

に
動
産

に
關

マ
る
姫
重
要
な

ろ
交
蓮
田
薬
事
の
税
が
仮
令
不
+
分
な
り
、・、
も
、
資
本
利
子
税
の

一
の
代
り
・、
し
て
働

く
べ
し

ご
い
ひ
、

コ
ン
ラ
ー

ド
に
、
此

に
て
到

ろ
塵
特
に
動

産
な
捕
捉
し
れ
。
何
ε
な
れ
ば
此
が
所
得
税
よ
り
.る
げ、
へ
租
税
義
務

心
あ
ま
り

ド
多

鋤

く
迸

る
㌧
か
ら

こ
い
ふ
o

〆

要
之
、

存
在

し
、

結

論

交
通
税

は
交
通

に
現
は

れ
た

る
特
段
な

乃
給

付
能

力
を
捕

捉

し
、
此
交

通

に
も
確

か
に
或
給
付
能

力
が

唯

だ
其

人

さ
の
指

.爪
の
山
八
つ
か
し

い
こ
ご
あ

る
を
免

れ
漁
。
其

あ

る
が
故

に
及
之

に
於

け
る
諸
多

の
敵

叢

交
通
税
の
捕
捉
す
べ
き
給
付
能
力

第
十
五
雀

(第
二
號

二
七
)

一
七
七

60)

隅
め3)

Ehel〕erg,Zl.a.0.S・324・

,Berner,a.a.0.S.4⊂ 〕.Ehe1〕e,a.a.O・S・3=4
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■

昏

論

叢

交
逓
税
の
捕
捉
す
べ
寄
・給
村
能
力

`

第
十
五
巻

(第
【、號
.

二
入
V

一
七
八

黙

の
伸

ふ
爲

め
叢
、
此

に
於

て
給
付

能
力
を
否

定
し
、

別

の
説

明
を
探

ち

ん
ご
し

た
人

も
少
く
な

い
が
、
其

に
は

及
ば

諏
。

矢
張

り
飽
迄

、
給

付
能
力
よ
り
説

明
し
、
そ

し

て
其
他

の
枇

の
補
完

税

ε
し
て

の
存
在

理
由
を

認
む

べ

き
で
あ

る
。
勿
論
此

が
基
本

挽

に
は
な

れ
な

い
。
此

に

て
は
視

牽
を
高

く
し
て
も

可
け

な
い
。
が
此

が
禰

光
視

己

し
て
特

に
輕

牽
を
課
す

る
な

ら
ば
、
給
付

能
力
を
捕
捉

す

る

「
の
枕

こ
し

て
は
存

在
を
許

し
て
良

い
。
其

給
付
能

力
を
捕

捉
す

る
所

に
正
義
は
確
守
せ
ら

れ

て
居

る
。
此

に
於

け

る
正
義

が
二
次
的

従
属

的

で
あ
る
(註
五
九
)
ε
鼻
下

す

る
に
は
及

ば

阻
。

(註
五
茄
)
ロ
ッ
ツ
に
、
凡
べ
て
の
交
通
税
に
共
逼
な
こ
建
ば
、
此
に
税
が
如
何
に
働
く
か
、
此
税
が
何
人
に
附
着
マ
る
か
の
不
確
に
於
て
、
嚴
格
且

の

つ
批
静
的
に
考
察
さ
れ
た
或
種
の
正
義
親
が
・
唯
だ
從
騰
的
の
役
目
し
か
働
く
能
は
す
ピ
い
ふ
こ
ミ
で
あ
ろ
定
い
扇
・

虹

`

64)Lotz,a.a.O.S .513,
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